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第 一項

第二項

第三項

緒 言

「ヒ」食餌投與 直後第一同 目「ツ」反慮

試験 時

「ヒ」食餌投與後第二 同 目「ツ」反 磨試

験時
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第一篇 「ツベルク リン」反復反朦 卜網状織内被細胞系統 トノ關係 二

關スル研 究

第一章 緒 論

翫 二第 一報 二 於 テ「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー 」

ノ獲 現 ト網 状 織 内被 細胞 系統 ト ノ間 ニノ・一 定 ノ

關 係 アル コ トテ實 験 的 二護 明 シタ。 本 回 ノ・更 二

進 メテ 「'ソベ ル ク リン」テ同 …局 所 二反 復 注 入 シ

タ揚 合 ニ ソ ノ局所 ガ果 シテ如何 ナ ル反 慮 テ示 ス

カ テ知 リ、 「ツ〈ごル ク リ ン」反 慮 卜糊 犬織 内被 細

胞 系 統 トノ關 係 テ更 二究 明 セ ン トシテ本 實 験 ラ

企 テ タ ノデ アルむ
「ソベ ル ク リン」反 復 反 癒 .(Tuberkulinwiederhol.

ungsreaktion)二 就 テBessau(1,ハ 結 核 患 者 二

「ツ ベ ル ク リ ン」ラ反 復 注 射 シ テ診 蜥 的 二 償 値 ア

リ ト云 ヒ、 豫 後 良 好 ナ ル モ ノ ノ・初 同 注 射 ニ テ ノ・

僅 少 ナ ル 励 所 反 慮 テ示 ス ガ 、 第2同 唱 ノ反 復 注
、

入 ノ際 ニ ノ・充 進 シ タ ル 反 慮 テ呈 ス ル ニ 至 ル 。 又

一 般 二 進 行 性 ノ 経 過 テ トル モ ノノ、「ツ ベ ル ク リ

ン」注 射 テ反 復 シ テ モ 充 進 セ ル 反 慮 テ 示 サ ナ イ

ト述 べ テ居 ル 。 ソ ノ後 二Bessau-Schwenke(2)

Pringheim,(3)EllermanundErlandsen,(4)

Grundt,〔;,)Alf61dyundEngelmayer(6}等 モ

Bessauノ 「ツ」反 復 反 癒 テ 追 試 シ テ 臨 抹 上 二 於

ケ ル 豫 後 的 蛇 二 診 断 的 償 値 テ 論 ジ テ 居 ル ガ 、 何

レモ 異 ツ タ局 所 二 「ツ ベ ル ク リ ン」ノ注 射 テ 反 復

ス ル 方 法 デ ア ツ テ 、 本 實 験 二 於 テ行 ハ ン ト ス ル

様i亘 、 同 一 局 所 二 反 復 注 入 シテ 「ツ ベ ル ク リ ン・

ア レ ル ギ ー 」ノ清 長 テ究 明 セ ン ト シ タ 實 験 テ 全

ク知 ラ ナ イ。

第二章 實験方法

(1)實 験 動 物 、 健 康 ナル2000瓦 内外 ノ白色 雌 家 兎 。

(2)冤 疫 菌 、BCGヲ1頭 宛10mg皮 下接 種 ス ル 。

(3)「 ヅベル 〃 リ ソ」反 賑 二 ・・傳 研 ノ奮 「ソ ベノVPi)ソ 」

ヲ10倍 二稀illiil}シテ ソ ノ0.1c.c.ヲ 用 フル 。使 用毎 二新

二調 製 シ ヌ。

(4)網 状織 内被 細 胞 系統 機 能 攣 調 材 料 、之 レニノ・墨汁

液 及 ビ「ヒ ヨV7・ テ リ ソ」ヲ用 ヒタ。前 報 告 二於 テ網 状

織 内被 細 胞 系統 ヲ填 塞 セ ンムル ニ ・・墨 汁 液 ガ 用 フル

ニ足 ル事 ヲ知 リタル が故 二、本 實 験 二於 テ モ大 凡1%

ノ濃度 ノ液 ヲ1頭 二封 シテ10α α宛 毎 日耳静 脈 ヨ リ12

日 二亙 ツ テ連 績 注射 シタ。

叉 該 細 胞 系 統 機 能 ヲ元 進 セ シムル タ メ ニ へ1%墨 汁

液5αqヲ1日 量bナ シ2日 二 亙 リ 注 入 ス ル 事 ・・前 報

告 二準 フごル.叉 更 二 「ヒ ヨ レス テ リ ソ」ヲモ経 口的 二投

與 シテ該 細 胞 系 ノ機 能 攣 調 ヲ起 サ ス ル 材 料 トシタ
。

(5)「 ツ ベル ク リ ソ」反 復 反 鷹 スル 同 一 場所 ヲ 知 ル タ

メ ニ 墨汁 液 ヲ以 テ眞 皮 内 二所 謂 入 塁 法 ヲ施 シタ
。即 チ

局所 二 圓 形 ヲ鑑 ク ニ、永久 的 二消 退 セ ズ 明 カニ 目標 ト

ナ ツ タ^

第三章 實験成績

第一節 墨汁大量注入 ト「ツベノンク リン」反復反癒

第一項 實験方法 BCG10mgヲ 家 兎18匹 ノ左 下腹 部 二・各々 接 種 後11
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1990
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2160
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2140
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1920

2170

2400
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0

0

0

0

/

25

30

66
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96

99
/

55

2

2

1

2

2

1

1

2

0112

0902

0422

0561

0181

0122

日 目 二 「ツ」反 慮 ヲ検 シタル トコ ロ、第2表 二示 ス如 ク

ニ総 ベ テ陽 性 二轄 化 シタ。

「ツ」反 慮 が 陽性 二轄 化 シタル 後 、網 状 織 内被 細 胞 系 統

第 2

機 能 ヲ填 塞 ス ル タ メ ニ、1%墨 汁 液10c・aヲ1日1同

量 ト シ]2同 毎 日耳静 脈 カ ラ注 入 シタ。 帥 チ前 報 告 大

量 注 入 ノ墨 汁 ノ2倍 量 ヲ用 ヒタ ワ ケ デ アル 。墨 汁 注 入

前 後 ノ燈 重 ノ清 長 ・・第1表 二見 ル 如 〃、墨 汁 填 塞 群 ノ

161號 が髄 重 僅 カニ減 少 セル 外 ノ・総 ベ テ多 少 トモ培 加

ヲ來 シテ ヰル 。 ㌦

第 呂 項 第 一 同 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮

墨 汁 注入 後2日 目BCG接 種 後42日 目二 於 ケル 「ツ」

反 磨 ヲ検 ス ル ニ、第2表 二見 ル 如 ク封 照 群 ノ・通 常 ノ反

慮 ヲ呈 シテ ヰル ガ、墨 汁 填 塞 群 ・・全 ク無 反 磨 乃 至 ハ甚

ダ シキHypoergieヲ 示 ス 。

填 塞 群 ・・詳 細 二観 察 ス ル ニ24時 問 目 二 ・・7頭 中3頭

ノ・登 赤0.7×0.8(cm)乃 至0.4×0.5(cm)位 ノ 小 サ キ

紅 色 ノ直 裡 ヲ示 ス ガ ソ レモ境 界 ・・鮮 明 デ ナ ク、他 ノ4

頭 ノ・計測 不 可 能 デ 唯 僅 カ ニ 紅 色 ガ アル トイ フ程 度 デ

アル 。48時 間 目 二 至 ツテ ノ・7頭 中5頭(71.2%)・ ・全

ク無 反 慮 トナル 。即 チ 本試 験 二 於 ケル 反 慮 ノ・前 報 告 ノ

墨 汁 填 塞 試 験 ト略 く等 シキ傾 向 ヲ示 シ テ ヰル ガ、タ 、・

填 塞 程 度 ノ更 二 高 度 ナル タ メ ニ 「ア ネル ギ ー」ノ 状態

二至 ツ テ居 ル ノデ ア ル。

表

家

兎

番 接

號

IB時

C艦
G重

種

「ツ」反 磨 陽 性 轄 化 時 墨

汁
注

入

「ソ 」

レ

反 磨

髄 重 一一一

124時

1「 ツ」鷹 簸 後2・日iBCG

曜「擁 局所
燈 重 一一一

墨汁 注入後2日 目

免 塑乾後_4多_β.目__」BCG

時 娼 時i掘 局所48 124
」

155 2170
i

184q1.0×1.1(+) 1.0×1.1(什) 1.3×1.5

1%

10cc

12同

158 1815

闘

1990 1.5×1.5(什) 2.0×2.5(什) 1。6×2.3 ,,、2250 0.4×0.5(+)
Ca.

0.4×0.5r±)

、

1.5×2.0

159 2020 2090
i2・5×2・6(++)i多 ・0×3・0(塑 に

一 ¶

2.0×2.〇
一 一

"i2300 (±) (一) 2.0×2.0
填1

;

i161
1620169012.4×2.5r十 十・12.4×3.0(十 十十)1.5×1.8 ,,1660 1(±)

「

(一) 1.0×1.5

162 1985 197511.4×1.6(++)
1

一 一 一一

12
.6×2.6(柵) 1.6×2.7

,一 一,r-

1.5×1.8

_二 一_.

.,2340

22100.4xO.5(+) 0.7×1.0(+) 1.5×1.8

1661930 1840巨.5×1.6'+) 1.6×1.8(++) (±) (一) 2.0×2.2

墨

汁

填

塞

群

一

封

照

群

ー
ー

-

1671750 191q1・5×1・7(++) 2.2×2.4(柵 ノ2.0×2.0

　 　

一一一

_一!・_19901-」 ⊆± ノ

1

,,1960io.7×0.8(十) (一) 2.3×2.5

}170
_一一 一}一

1790

21f5

1

191011.5×1.5(++)
_一_一 胸 一 一 一,一 一曹}

1.8×1.8(++)12.0×2.OI (一 ♪ 2.6∠3.9
一

171 2190
塾9・4(柵)1字 ・4×2墨 惜 ・

{

一 一

一甲

1.8×2.0
一}一 一}

1752205 2400 2.0×2.2(十 十ノ;2.5×3.0(柵)
1

一

1.7×1.8 2550 1.6×1.7(++) 1.2×1.2(++) 1.2×1.5

1761830 2080 ・・8× ・・9(++)11・9×2・ ・(什) 2.Ox3.0 [2110 1.0×1.2(+) 1.0×1.2(什) 2.5×2.5

177 1910 1940 2.0×2.0(督 ノ2.0×2.7(柵) 1.4×1.4 2090 1.2×1.2(+) 1.3×1.1唱) 1.2×1.5

179 1860 2120 1.6×1,8(什) 1.6×1.9(朴) 1.5×1.5 2240 1.7×1,7(++)

一『

1.7×1.7(柵) 1.0×1.0

181 1820 1600 1.3×1.7(++) 1.3×1.9(什)

一

1.8×1.8 1650 0.5×0.5(+) 0.7×0.7(++) 1.5×1.5

182 1330 1780 0.8×0.9(++) 1.3×1.4(帯) 1.5×2.0 1800 1.1×1.7(++) 1.2×1.8(惜) 1.2×1.5

183 1970 2040 1.0×1.9(++) 1.2×1.5(++) 2.0×2.0 2210 1.9×2.0(什) L6×2.1(柵) 1.8×1.9一一

'
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家
兎

番
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155
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免疫 後21日 BCG
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3
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墨

汁
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入24

1%
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12同

表

塞
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1.5×1.61661840i
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D(反復反力「反物「

H
目
目

nロ
日

7
47
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後

入
種

注
接

汁
G

墨
㏄

時}48時;24時48時

,p2260

,,2300

,,1890

1.6×1.71.4×1.5

(+)(十) 　　　

0.5×0.60.5xO.6
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・・1¥}・3禰 誘1

74⊥
)

×

什

ρ0
(

1

9
陶

　
OO

2

)

-

)

×

什

×

什

Ω
U
(
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(

曹
1

4
⊥
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"235・2・?¥1・7(±)

`

"233・0・1至1・7:0・1至1・7

(±)

1.5x2.〈)

件 十ノ

2.0×2.1(±)

(什)

・・認3「 正

0.6×0.6(±)
,,2060(±)

,,2080(±)

封

照

群

一

171
1

2・9・12●器412・ 蟹 ・51・・8×2・・1

・7524・d2・1首1・12・ 翻1・ ・7×・・8 2580
1.1
(

・762・8・i1・認 ・91・9×2・1
(揃

2.0×3.0

『一
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1.3

(

・77・94・12・1肴1・012・1粂1・71.4×1.4
ト

2020 1.1
(

・792・2・;・・1首1・81・・麟1・9 1.5×1.5 2280
1.9

(

181

,11
.3×1.71600

(什)

t1
.3×1.9

(朴)
1,8×1.8 1660

0.9
(
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1.5
(

、832。4。}… × ・・gl・・2× ・・512.。 ×2.。
!(十 十)i(十 十)1 12180

1.1
(

伺BCG接 種 局所 ハ雨 群 二特 別 ナル 差 異 ヲ認 メ ナ イ。

第 三 項 第 二 同 「ツ ベ ル ク リ ン」反 鷹

(第 一 同 目「ツ」反復 反 旛)

墨汁 注 入後7日 目(印 チBCG接 種 後47日 目)二 前 二

「ツ」反 磨 ヲ行 ツ タ 局 所 二 更 二 「ツベ ル ク リソ」ヲ注 射

シ、 同時 二i新 シキ封 比 側 ニ モ 「ツ」反 鷹 ヲ試 ミタ。

「ツ」ヲ反復 シタ方 ・・、24時 問 目 ノ 早期 反 磨 二於 テ ノ・

封 比 側 ノ反慮 ヨ リ反 ツ テ稽 く強 ク出 現 シテ居 ル ガ、48

時 問 目 二 ・・24時 間 目 ノ反 鷹 ヨ リ低 下 シテ ヰ ル。 印 チ

雨 群 二就 テ 「ツ」反 復 反 鷹 ヲ見 ル ニ、封 照 群 二於 テ ・・封

比 側 ト殆 ン ド差 異 ヲ示 サ ナ イ が、填 塞 群 二於 テ ・・封 比

側 ヨ リ稽 く低 下 セル 反 鷹 ヲ來 シテ居 ル。

1.1x1.1

(+)

1.3×1.5

(骨)

1.1×1.3

(号)

1.9×1.9

(什)

0.9×0.9

(什)

1.5×1.9

(督)

1.1×1.3

(督)

(一)

}

1

1.2×1.61.6×1.6

(什)1(什2

1.5×1.61.6×1.7

(++♪(什)

五ぢ 玄1汚10.8×0.8

(什)(十)

1.9x1.92.0×2.2

(柵(柵)

0.6×0薙 …11.5×2.0

(++)(柚

2.1×2.211.9×2.3

(柵)L(柵)

(朴)i(什)

IO・1¥9・7P'1¥9'522×2

0・賢1・ol(±);

1
　

1.2×1.612.2×2.32.2×2.3

(柵)

1.2×1.6

(+)

1.2×1.4

('+)

0.6×0.7

(十)

1.8×1.9

(++)

0.8×0.8

(十十)

2.0×2.0

〔帯)

■■■■■陶し 「ワ

(1)
曽一

BCG
接 種局所

2.0×2.2

2.0×2.0

一

1.0×1.2

1.8×2.0

2.2×2.3

2.2×2.5

3.0×3.0

1.0×1.2

2.2×3.0

1.2×1.5

1.5×1.5

1.8×2.0

1.3×1.5

1.8×2.0

第 四 項 第 三 同 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮

(第 二 同 目「ソ」反 復 反 慮)

2回 同一 局所 二 「ツ」ヲ注 入 シ タル 場 所 二 更 二 「ソ」ヲ

反 復 注 射 ・;lpt。本試 験 ・・墨 汁 注 入 後16日 目(即 チBCG

接 種 後56日 目)二 行 ツタ モ ノデ アル ガ 第4表 ノ如 キ

成 績 ヲ得 タ.本 回 二至 ツテ ・・「ツ」ヲ反 復 セ ル 局所 ノ反

慮 ハ新 シキi封比 側 ノ ソ レニ比 シ、 既 二24時 間 目 ノ反

鷹 ヨ リhypoergischデ ア リ、48時 問 目 二至vバ 更 二

.コ ノ反 磨 ノ差 異 ガ著 明 トナ ル,即 千 「ツ」注 入 ヲ反 復 シ

タ 局所 ・・BCG免 疫 ノ ミノ 群 二 於 テ モ7頭 中3頭

'(28
・8%)、 坂 塞 群 ・・7頭 中6頭85.7%,・ ・無 反 鷹状 態

トナ ツ テ居 ル。
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第 4 表

家

兎
番

號

「ツ」反慮陽性縛化時 墨

汁

注
入

「ツ」 反 晦lrツ 」腋 反齢)

「ツ」 反 慮

免 疫 後21日BCG
接種局所

1墨 汁 注 入 後 ユ6日 目lBCG接 種 後56日 目 BCG
接種局所髄 重1

24時48時

骨豊重
24時i48時24時 48時

155 1別・11・1羊紳 ・1潟・1・-5鶴 l

l

レ

158

8

・99・囎 ・5{2・1善1・5
卜6×2・3口232・1・ ・圏 ・6!

(±)1(±)

13

(±)12、5×2.5
1

1159
i20901園.

(督)1

ラ5×2・613・1希1・6i21・
×2・「24・ 　1・1歪1・41・1至1・1i(±)

1

(±)2.0×2.OI
　

墨

汁

填

塞

填}・6・
169・2・舗 ・5i24益1・0

11

1・5×1・81"
1

1

き
2.0×2.12.0×2.11.5×1.8

2000(什:ン1(十)i(+)

」
1●1羊1'1

1… ×1・9
i
I162

ll-

・97511・癬1・612・1講 ・6
`

1

1・6×2・7卜 ・

!235・10劔 ・7ρ・1羊1・7}(±)
(±),1.8×2.0

166 184・1・・圏 ・6i・・1善1・8、.5× 、.81
1,,

一雫F一

⑳1・1至1・3(一)一 一

(±)

ト

(一)i2・5×3・Ol

群「癖
」

3-一 一

19・d1・1希 「2・1希1・4【2・・×2・・}

1

,"i2・9・0・1羊1・20・1羊1・81(±)

1

(一)i2・5×3・ 『

170

1
191011・5×1・511・8×i・82.0×2.Ol(++)1(朴)

1-!

"12210(±)(± ブ(±)1(一):3・2×3・2

勤

照

群

171 2190
2.4×2.4

(柵)

2.4×2.51

珊)
1.8×2.0

Ill

illll …

175 2400
2.0×2。2

(什)

2.5×3.0

(禍)
1.7×1.8 2630

1

1・圏 ・611●綿'1
(±) (一)

1

1.2×1.7

176 2080
ヒ

1.8×1.9

(朴)

1.9×2.1

(什)
2.0×3.0 2200

2.0×2.0

(柵)

I

l2●瀦.5

o・1羊1・gi(±)

ト

2.2x3.2

i17719402.0×2.0

(朴)

2.0×2.7

(柵)
1.4×1.4 2010

(十)

1・Ox1・111・1肴1・0;0・ 賢1・1
(±)

1
1.2×1.51

179 2120
1.6×1.8

(++)

1.6×1.9

(骨)
1.5×1.5 2230

1.5×1.711.7x1.811.0×1.21.1×1.3

(++)1(帯)1(++)
-1

(什)

1

1.5×1.8

181 1600
1.3×1.7

(++)

1.3×1。9

(什)
1.8×1.8 1740

0.9×1.0

(+)

1--

1.0×1.110.9×1.0

(++)i(十)

0.7×0.8

(+)
2.0×2.0

1

[

182117801
0.8×0.9

(++)

1.3×1.4

(柵)
1.5×2.0

Il2120
1

1.8×2.0

(冊.}

1

1.5×1.91.3×1.4

(柵)1(+)

1.0×1,1

(+)
1.2×1.6ー

l
i1832040

1・1着}・gi1・1着}・5;2
・・×2・・ 12210

1

}一 一1 [

、1・1希1・811・1希1・8;1・1羊1・6i1・1羊1・4
2.0×3.0

ず　一 　　 『

第 五 項 総 括

BCG接 種 家 兎 ノ「ツベ ル ク リ ン」反癒 ガ 陽 性 二

轄 化 シタル後 一.、コ レテ2群 二分 チ、 一 ツテ網

歌 織 内被 細 胞 系統 ノ機 能 テ填 塞 セ ル群 トナ シ、

他 テ ソ ノ封 照 群 ト シ、 コ ノ雨 群 二於 テ「ツベ ル

ク リ ン・ア レルギ ー」ノ登 現 ト「ツベ ル ク リ ン」皮

内 注 入 ヲ同 一 局所 二反 復 シ タル モ ノ トテ蛇 行 シ

テ観 察 シタル ニ次 ノ如 キ結 果 トナ ツ タ.

(1)「 ツ ベ ル ク リ ン」テ 反 復 セル 局 所 ノ、「ツベ ル

ク リ ン」感 受 性 テ漸 次 減 退 シ、 逡 ニ ノ、局 所 「アネ

ル ギ ー」二近 ヅ ク ノ傾 向 テ認 メ ル。

(2)コ ノ現 象ノ・網 月犬織 内被 細 胞 系統 機 能 テ填 塞

セ ル モ ノニ於 テ、 更 二著 明 二認 メ ラ レル。

第 二節 墨 汁少 量 注入 ト「ツーこル ク リン」反復 反癒

第 一項 實 験 方 法

箕験方 法 ハ前節 二準 ジテ家兎16頭 二BCG10mgヲ

接 種 シ、尚 健 康家 兎6頭 ヲ「ツ」反 復 反 慮 時 二用 フル タ

メ ー用 意、シタ。コ ノBCG接 種 家 兎 ・・30日 ニ シテ 「ツ」
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第 5 表

墨

汁

小7

且凪

注

人

群

封

昭崩

家

兎

番
號
一 噌 一一 　T-

189

B時
C膣 ・
G重

接
種

2040

「ツ」反磨 陽性縛 化時
墨

汁

lF

入
一 一 一

1%

5α α

2同

1
「ッ」 反 磨1㌧ ソ」反復反磨(1)

盟重
免 疫 後30日 目 BCG接 種 後39日

24時}24時

墨 汁 注 入 後1』 目
目

.一一 一 → 一』一_-r

一一

　 }一 一 一_

聾81i芋
一

髄重

}24時048時

　 一

曹一 一,雫 曹,一

21。 。11.8×1.9(++)

一

2.3×2、3(柵) 2.5×2.6(++)

}-了 　 　 --

48時

i2
.5×2.6(柵 .プ1.4×1.8C十)

1

一 一

2.Ox2.2(十 十)2110

1
19018802090汁 2.Ox2.0(柵) 2.0×2.1(柵) ,, 2.2×2.2(柵 ジ

1
2.4×2.6(判 十)}2.0×2.2(畳 十)

1

2.0×2.2(斜 十)12060

19226902920 1.7×1.9(++) 1.9×1.9(柵) ,, 1.8×2.0(++) 2.0×2.2(柵)12.0×2.0(督) 2.0×2.0(什) 2960

193 24302440 2.0×2.0(++) 2.0×2,2(++) ,, 2.2×2.2(什) 2.2×2.4(柵) 1.9×1.9(++) 2.0×2.2(柵) 2480

195 20802240 1.8'<1.8(++) 1.9×1.9(柵) ,, 1.7×1.9(十 十) 1・8×2・0(惜)1・9×2・0(++:)i2・1×2・2(柵 ン12450

196
-

197

2140
『 一

2440
-}-

2550

1.7×1.8(什) 1.8×1.8(什) ,, 1.7×1.8(惜! 11・8×1・9(柵 ジ,1・3x1・5(+)11・9×2・0珊2550

2420 1.5×1.6(++) 2.2×2.2(柵) ,, 2.1×2.3(柵)

一
12

.4×2、6(料 十'12.3×2.3(十 十)2,3×2.3(十 什) 2630

198 2010 2110 1.9×2.O〔++)

二

2.0×2.3(帯) ,, 2.0×2、1(柵) 2.2×2.2(柵) 2.1×2.3(十 十)11.9×2.0(十 什) 2320

199 2190 2390 1.5ン1.7・ 十十

21311939119401・2×1・3'++)

1.7×1.8(柵) ,,

1・8x1・8(柵)L」1・4×1・7(+)

2.1×2.2(惜) 2.3×2.3(柵)

1.4×1.8(++)

2.3×2.6(骨)

1.0×1.1(+)

1.7×1.8(柵)

1.3×1.4(++)

2330

2iセ0

214174012010 10・8×0・8(++) 1・6×1・6(什 ノ1 ・1.3×1.3(+) 1.7×1.8(++) 1.7×1.7(+) 1.6×1.7(++) 2020

21512240119901・ ・5× ・・6(+) 0.8×0.81で 卦) 1.1×1.1(+) 1.2×1.2(++) r±) (±) 2080

22q1680181011・9×2・1(冊)
一 一 一

2.0×2.1(冊 1.5×2.0(++) 1.7×2.0(++) 1.7×1.8(++) 1.7×1.8(粁) 1740

1
群i

l

1、
222218012480}1・6×1・8(柵) 1.8×1.9(柵) 1.6×1.9(什) 2.0×2.0く 柵) 0.9x1.0(十) 1.1×1.2(+) 2430

}
225272025601.6×1.8(十 十) 2.Ox2.1(惜) 1.5×1.5(+) 1.9×2.0(什) 1.8×1.8(什) 1.6×1.8(什) 2790

『 」一¶ 嚇F

、230・1

健 爵iI

226i2420123301.5×1,6(十 十) 1.8×1.8(珊)
　 一 一 一

(一)

}

l
l

1.8×2.0(柵)
一}一

(一)

1.7×1.8(朴)

(一)

248Q2.0×2.0(什)
一 一 一一 　 　一

(一)

1.7×1.8(++)一 一

(一)

一一}一 『-

12130
P160

康翌 (一)
I

j

一
2100一
2100L饗ll洋

.賜
2351

一
1840『
2090

第 6 表

墨

汁

少

量

注

入

群

家
兎

番
號

189

190

192

193

195

196

197

198

199

「ツ」反 鷹陽性縛化時

髄 重

2100

2090

2920

2440

2240

2440

2550

免 疫 後30日 目

%時148時

1.8×1.9(十 十)

2.0×2.Ok柵)

1.7×1。9(十 十)

2.0×2.Ot.1十 十)

1.8×1.8(十 十)

1.7x1.8(十 十)

1.5×1.6(十 十)

墨

汁

注
入

2.3×2.3(柵)

2.0×2.1(柵)

1.9×1.9(十H)

2.0×2.2(十 十)

1・9×1.9(柵)

1.8×1.8(十 十)

2.2×2.2(冊 十)

%

㏄

回

41

FO

9
飽

99

99

99

99

99

99

「ツ」

2110

2390

反 磨i「 ツ」反飯 鷹①

塁 汁 注 入 後13日 目
BCG接i種 後51日 目

24時

1.9×2。0(十 十)

1,5x1.7(十 十)

2.0×2.3(柵

1.7×1.8(十 十十/

1.8×1.9(十 十)

1・7×1.9(十 十)

1.3×1.4(十)

llillli課
1.9×2.0(十 十)

1.7×1.7(十 什)

"巳 二魅1・9塑}』2・1×2・2(柵)

り11.9×2.0/十 皆)12.0×2.0(十 什)

148時124時 48時

ロ

2.1×2.4(柵)li.8×1.9(冊:11.7×1.8(惜
、

1。8×1.9(十 什)1.4×1.4(十 十十う11.1×1 .1(十 十)

1・3×1・4(十 十)1.0×1.0(十)0 .6×0.8(十)

2・3×2・4(柵)1.9×2 .0(柵)1.6×1.8(料 十)

鍛li鴇 器1}:課1:lli二黙
2・0×2.1(十 替)1.7×1.8(十 畢十)1.6×1。7(十 十)
　　　　 　　 　 　 　 　 ア 　　　　 ヒヘマ　　　

L1.9×1.9(十}十Il.1×i.2(十)

1.5×1.7(柵)!i.2×1.3(++)

鰹重

--

1920

2090

2870

2280

2520

2610

253α

2310
一

2330
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召
n

日
"

群

健

康

群

213

214

1940

緬
1.2×1.3(十 十)

0。8×0.8(・ 卜十)

1.8×1,8(・1・1・1■)

1.6×1.6(十 十)

215i繭0.5×0.6(+)0.8×0.8(++)

劉181・'1・9∠2畑22・0×2・1(柵)

翌1塑 多趣1二 §璽 ≧1・8×1・9(柵)
225!26501.6×L8(十 十)2.0×2.1(十 十})

226;23301.5×1.6C十 十)口.8×1.8十H・)

230

231

232

233

234

235

(一) (一)

1.4×1.4(十 十)

1.5×1.6(十)

1.4×1.5(十)

12.0×2.0(十)

1.4×1.8(十 十)

1.3×1.4(十 十)

1.5×1.7(十 十)

1.4×1.3(十)

2.0×2.2(十 十)

1.4×1.8(十 十)

ll.8×1.8(十 十)12.1×2.1(柵)

1.2×1.2(十)

1.1×1.1(十 十)

(±)

1.3×1.5(十)

0.6×0.8(十)

1.4x1.8(柵)
一 」

1.7x1.81++)11-:9-k2。0(++),1.9×2.0(柵)

(±)

(±)

(一)

(±)

(圭)

1.4x1.5(十)

1.0×1.1(十)

2240

220

1900

185

223

2690

(一) (一) (一) (一)

-
《
O

EO

O
σ

9
旬
.9
旬

2340

2160

2240

1790

i2170

第 7 表

墨

汁

少

吊

注

入

群

家 … 「ツ」反鷹陽性轄 化時

暴隔1華 後3・HH
號ll24,時48時

「1

1}
189 2100 1.8×1.9(十 十)

・P!i「 ツ」
'じtご

汁

注
,

入i24時

1ζ乞
2同

)

一

而皿

.

∠反復

・

反

目

日
H

均
「

口
μ
口
凹

反
,

90
9
飽

9
～
nb

後

後
入
種

注

接糎墨B

繭
192

踊
「弼

輸
禰

2.3×2.3(柵) 1.2× コ.3(十)

48時

12 。0×2.0(柵)

勲

廊
2240

197

ド亟

緬
葡
励

1.7×1.9(十 十)

2。Ox2.0(十 十)

1.8×1.8(十 十)

2.0×2.1(柵)

1.9×1.9(十H) ,,

2.0ンrf2.2(十 十) ,

1.9×1.9(ff十)
一 一 一一一 一1-一 一一一一一 一一一 一

マ
1.7×1,8(十 十)ll.8×1.8「 十十),,

1.5×13㊥t2.2×2.2(・}・t・1・),,

1.8×1.8(十 十)

1.3×1.3(十)

1.8× コ.g(十 十)

11 .5×1.8(十 十)

1.7×1.8(十 十)

1.5×1.9(・H時)

1199瀟
213[1940

へ 　

21412010

1.8×1.8(十 十)

1.3×1.4(十)

1.9×2.O(H十)

1.8×1.8(冊)

1.8x2.1(帯)

1.7×1.7(++)11.9×2・0(++)

・.9×2.0(什)2.Ox2.3(帯 ヲ,,}i.4×1酉 再11.5×115(柵)

照

群

1,5×1.7(十 十)1.7×1.8(十H・),,

1.2×1.3(十 十)1.8×1.8(柵)

0.8×0.8(十 十)1.6×1.6「 十十)

2151199010.5×0.6〔 十)0.8×0.8(十 十)
　ロ 　　　 　 　　 　

220　 18101.9×2.1(十 号十.2.0×2.1(十H)

勲2i甑・蕉痴1言 酬 繭.9(柵)

Z253禰i1.6×1万 ζ砿2.0×2.1(帯)
'i2T

6…Σ蕊6i-7S-■1.6～ 二i=i「ン{fl『8「支≡正.8(+Hン
123αll

サ 　 　

231…1

.8(柵)

.6「++)
_一 一一

.8(++)

.1(柵)

.9(柵)

.1(帯)

.8(惜 ン

巨.4× 、.5(++)1、.4x、.6(++)

11.2x1.2(十 ノll.3×1.4(十 十)

11.2×1.3(十)

;(±)

il.7×1.8(十 十)

1.6×1.8「 十十)

1.4×1.5「 十十)

i1.7×1万 再

1..2×1.3(十 十)

(十)

1.8×2.0(十 十)

1.7×1。8(十 十)

1.6×1.8(十 十十)

1.8×2.0(十 十)

24時

1.4×1.7(十 十)

48時

0.6×0、8(十)

11 .0×1.1C十 十)

1。8×1.8(柵)

1,0×1.i2(十 十)

1.7×1.7(十H)

1.6×1.6(十 十十)

健

康
232

2133
_1

(一)

1.1×1.3(十 十)

1.6×1.7(十 皆)

(±)

1.0×1.Ok十)

(±)

(±)

(±)

(一) (一) (一

2.1×2.0(十 十十)

1.4・x1.5十 暑十)

〔一)

1.3×1,5(十)

0,4×0.4(十)

0.9×1.0(十)

1.9×1.9(H十)

06×0.7(十)

1.3×1.3(十 十)

1.2×1.2(十 十)

群 2341

砺

0,9×0.9(十)

1.1×12(十 十)

(一)

(=)
)

・
)

・
)

唖
↑

…仕
1。5×1.5(十 十)

1.1×1.1(十)

(一)

儲鍾

2050

2150

励
2350

藪
励
緬
励
240

2230

221'Oi

118SO

1850

函
齎
2440

2370

2370

2210

1960

齎
2060

反 磨 が 陽 性 二纏 化 シ、 之 ヲ2群 二分 チ、「1(1汁少 報:注入

群1・ ソ ノ狗・照群 トナ シ、「ッベ ル ク リ ンJノ 反 復 反ll包1ヲ

行 ツタ5

第=項 第 一 同 目 「ツ ベ ル ク リ ン」
'

反 復 反 磨

黒汁注入 ノ翌H(帥+BCG接 種 後3911目)二 、襲 二
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「ソ」反 磨 ガ陽性 二轄 化 シタノレ時 」 ソ」入 一L入シ タ局所

二 更 二「ツ」ヲ」三入 シタ。本 同 ノ成 績 ・・第5表 ノ如 グデ

「ツ」反 復反 臨 ハ 實 比 側 ノ「ソ」反 胞1ヨ リ僅 力 二 弱 ワ獲

現 シテ居 ル ヲ認 メ ル 程 度 デ 未 グ明 カナ ル 差 異 ヲ示 サ

ナ イ。

第 三 項 第 三 同 目 「ツ ベ ル ク リ ン」反 復 反 庶

「ツ」ヲ3同 繰 返 シ注 射 シタ局 所 二、 墨 汁 注 入 後24日

目 臼PチBCG接 種 後62H目)二 更 二 「ツ」反趣 、ヲ試 ミ

タ.此 ノ度 ノ・第7表 二見 ル ヤ ウニ、「ツ」ヲ反 復 セ ル局

所 ノ反 慮 ハ封 比側 ノ 反 慮 ヨ リ24時 間 カ ラ明 カ ニ 弱

ク反 慮 シ、48時 間 目 二至 ツ テ ノ・更 二i著明 二 反 唯 ノ低

下 ヲ來 シ テ居 ル。正 常 ナ封 照群 二於 テ ハ「ツ」ヲ反 復 ン

タ 反 鷹 ・・7頭 中4頭(57.1%)ノ ・無 反 胞、帥 チ 局所 「ア ネ

ル ギー」ノ状 態 トナ ツ テ ヰ ル ガ、 墨 汁 少 量 注 入 ニ ゴ ツ

テ該 細 胞 系機 能 ヲ 充 進 シテ ヰ ル 群 ・・ソ し ヨ リ強 〃反

臓 ヲ示 シテ ヰ ルb

猫 、健 康家 兎 ハ同一 局 所 二 「ツ」ヲ反 復 ワレモ眞 ノ反 鷹

ヲ示 サ ノit。

第 四項 総 括

BCGザ 接 種 シテ「ツ」反 慮 ガ湯 性 二 車專化 シ タル

後 、 っ レテ2群 二分 チ、1群 デri;ト ノ少 量 テ注

入 シテ網 状 織 内被 細 胞 系統 ノ機 能 ラ攣 調 シ、 他

ラ何 等 ノ虎 置 モ施 サ ナ イ封 照 群 トナ シ、 ゴ ノ雨

群 一二於 テ「ツ・ア レ・ル ギー 」ノ畿 現 ザ 観 察 スル ト

蚊 行 的 二 「ツ」一声同 一 局所 二 注 射 入ル 「ツ」反 復 反

慮 テ4同 繰 返 シタ。 ソ ノ結 果 ノ、、

(1)「 ツベ ル ク リン」反 復 反 慮 ノ・反 復 ヘル度 二漸

次 弱 クナ ル。

/2)遂 ニノ・、BCG接 種 ノ ミ ノ群 ノ・「ッ」反 復 反

慮 ガ甚 グ シ ク反 慮 低 下 ヲ來 シ 中 ニ ノ・局 所 「アネ

ル ギ ー」ノ状 態 ヲ ス ラ 來 シ テヰ ル ガ、 墨 汁 少 量

江 人群 ハ封 照群 ヨ リ常 二 多少 張 ク反 慮 ラ呈 シテ

居 ル。

第 三節 「ヒヨ レステ リン 喰 餌 投與 ト「ツ'ごル ク リン」反 復反 癒

第 一 項 實 験 方 法

箕 験 方 法 ・・;'A't・一一第 二 節 卜全 ク 同楼 デBCG接 種 家 兎

ヲ試 供 動物 トナ ン、饗汁 注 ぺ ニヨ ツテ ノ該細 胞 機能 墾

調 二代 フ ノレニ 「ヒ ヨ レ ステ リ ン」ヲ 毎llO.3瓦 宛 豆 腐

糟 ト混 ジテ終 口 的 二10H問 投 與 シ4。 此 ノ投 與 法 ・・

第1報 二準 ズ ル。

第 二 項 實 験 成 績 鼓 二 考 按1

第1同 目 ノ「ツ」反 復 反 癒 ノ・「ヒ ヨ し・ス テ リ ソ」食餌 ・ノ

中止 シタ當 日(BCG接 種47日 目)二 行 ツ タ ガ、ソ ノ戊

弟

糸貢ノ・第8表 ノタIIクテい、「ツ」ノ」乏.復反 腱…iト封 上ヒ但ijノ万乙堕1ト

ノ間 ニ ノ・何 等 特 別 ノ差 異 ヲ認 メ得 ナ カ ツ4 。

第2同 目 ノ「ツJ反 復 反 慮 ハ「ヒ」食 餌 投 與 ヲ中止 ンタ 後

1211目(13CG接 種 後59El目)二 行 ツタ ガ、 ソ ノ成 績

ノ・粥9表 ノ如 ク デ、 反 復 シタ 方 ハi封比 側 二 比 シ テ24

時 間 目 ヨ リ僅 カ ニ 腸 キ 反 鷹 ヲ 示 シ、48時 問 目 二至 ツ

テ ハ更 二 明 カニ反 慮 ノ低 下 ヲ來 ス。

第3同 目 ノ「ツ」反 復 反 磨iハ 「ヒ」食餌 投 與 中止 後26日

目(BCG接 種 後73H目)二 施 行 シテ、 ソ ノ成績 ・・第

8表

「
ヒ

ヨ

レ

ス
テ

リ

ン
』
食

餌

投

時
開
重

B
C
G
接
種

家

兎
番

號

201

202

203

204

1790

1870

1830

1700

「ツ」反臆陽性縛化時

燈重
免 疫 後3011目

1980

緬
2050

砺
2090

17001980

206118501640

誰羅1諾

24時
ロ

サ
0.7×0.7(十)

1.3×1.4(十)

0.9×1.4(十)

1.6×1.7(十H)

1.6×1.8(十 十)

1.5×1.6(十 十)

1.4×1.5(十 十)

1.6×1.6(十 十)

48時

1.6×1.6(十H)

1.3×1.4(十 十)

1.5×1.5(十 十)

1.5×1.8(H十)

1.8×2.0(帯)

1.6×1.6(十 十)

1.4×1.5,,十 十)

1.6×1.6(十 十)

　 　 り

1ご

;1

「ツ 」 反 慮 「ツ」反 復 反 慮(1)

221・ 時

「ヒ」 食 餌 中「L 當 日

BCG接 種 後4、7日 目

o画

g×12.Ox2.3(十H)

10Hi
}-1一

.i48H判

f2.1x2.3(冊)

,,

⊥2・2×2塑 堕i2・2x多 ・7(柵)

,,12.Ox2,1(十 昏E「2.1×2 .2(柵)

,,2.2×2.3(惜>2.2×2.1(柵)

rfπ8痴 双 而f:彌 二9て幅)

1.9x2.Or十 十、

・鯉 二壁±≧i

ト2
.Ox2.2(H十)

1.7×1.8(十 十)

7「f5ズ1憾'+Li1.9頑.0(柵)

24時14811,V

2.0×2.1(H十)

1.7×1.8(十)

)柵!
「＼
19

倒
×0

●

9

酎

1.8×1.9(十 十)

1.8×1.9(十 十}ノ)

2.1×2.5(十 什)

1.9×1.9(十 十)

1.7×1.7(十 十)

2.1×2.2(料 十)

1.7×1.8(十 十)

1.5×1.8(十)

髄重

2060

1990

1800

2.0×2.1(十1十 ∵2050
へ 　 　
2.OI×2.1(柵12070

1。1×1.5(十)1910

1.7×1.7(十 十)204(》

1.7×2.0(十 十) 1990
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射

照

群

健

捷し

群

209

210

212

218

219

223

荊
236

237

239

240

15201490

繭
酒
2460

1570

2290

2670

241

諏

1900

2360

2780

1620

2220

2750

1.7x1.8(十 十>2.0×2.1(十i十II

1.3×1.3(十 十):1.5>《1.5(十 什)

2.0×2。1G十})2.2×2.4(・ 冊陛)

1.8×2.0(帯)

1.7×1.8(十 十)

1.5×16(十)

1.7×1.9(十 十)

2.0×2.0(柵)

1.8×1.9(十H)

1.9×2.0(十 十)

2.1×2.2(柵)

1.6×1.7(十 十)

1.7×1.9(十H)

1.7×1.7(十 十)

1.5×1.6(十 十)

1.9×2.1(十 十)

0.8×0.9(十)

1.8×1.9(十)

(一)

1.6×2.0(十 十)

2.0×2。1(十1十)

1.7×2.0(十 什)

1.5×1.6G十 十)

2.0×2.0(帯)

1.2×1.3(十 十)

2.0×2.0(十 十)

(一)

2.2×2.3(十 十)1.6×1.9(十)

2.0×2.1(・H十)1.8×2.0(十 十)

1.4×1.6(十 十)1.3×1.3(十 十)

1.8×1.8(十 十)1.4×1.6(十 十)

1.7×2.1(十 十)1.7×1.9(十)

0.8×0.9(十)0.7×0.7(十)

2.2×2.3(十 十)1.7×1.8(十 十)

(一) (一)

一 一 腫一-

1680

1970

237C

279C

1690

2020

2830

乏070

1800

1790

1980

2030

14901

第 9 表

家

兎 『

番

號

「ッ」反磨陽性轄化 時
ε リ
ョど

レ

ζ
ア

「ツ」 反 磨 「ツ」反復反 磨(H)

艦重
冤 疫 後30日 目

「ヒ」食 餌 中 止 後12日 目

BCG接 種 後59日 目

24時 48時 24時 48時 24時 48時

「

ヒ

ョ

レ

ヌ

テ

リ

ソ
」

食
餌
投
與
群

1

201 1980 0.7×0.7(十) 1.6×1.6(柵)

0.3

9×

10日

「

1.9×2.2(柵) 2.1×2.2(柵) 1.5×1.7(冊)

r

1.3×1,4(++)

202 2040

一『
1.3×1.4・'+) 1.3×1.4ζ++) ,, 2.3×2.3(惜) 2.3×2.4(柵) 0.9×1.1(++) (十)

203 2050 0.9×1.4(+) 1.5×1.5(++) ,, 1.0×1.1(+) 1.0×1.1(+)
一 一一

}7-

0.8×1.0(十) 0.6×0.6(十)

204 2090 1.6×1.7(柵) 1.5×1.8(柵) ,, 1.7×1.9(++)
　 -一 一山『

2.0×2.0(柵)

1。8×1.9(什) 1.1×1.1(++) 1.0×1。1(十)

205 1980

一,一 一一 一

1.6×1.8(替) 1.8×2.0(惜) ,, 2.0×2.3(柵)

一一

1.5×1.8(柵) 1.4×1.5(帯)

206 1640 1.5×1.6(+D 1.6×1.6(++) ,,

一『

1.5×1.6(朴)
}

__-

1コ ×1.1喘) 1.1×1.1(十)

207 1890 1.4×1.5(++) 1.4×1.5(++) ,,

(一)

1.4×1.6暗)
一 一一 一 一__一_一_

(下 痢 ヲ起 ス)
ζ一)

一 一 一一 一

(一) (一)

208 1840 1.6× ユ.6(++) 1.6×1.6(++) ,, 1.6×1.9(柵) 1.9×2.0(柵) 1.6×1.6(++) 1.3×1.4(++)

封

照

群

209 1490 1.7×1.8(督) 2.0×2.1(柵 ジ 1.0×1,3(十 十)'1.3×1.3(十 十)`0.7×0.7(十 十)
10

.7×0.7(+)

210 1900 1.3×1.3(什)

一一 一 一一 一 一一 一 一一

1.5×1.5(柵) 1.5×1.6(++)

一一}5-r-一_

1.4×1.6(++)

一

〇.9×0.9(+) 0.6×0.6(十)

212 2360 2.0×2.1(柵 ♪
。12・2×2・4(冊)

1.2×1.3(朴) 1.0×1.0(十) 0.8×0.8(+)

218 2780 1・8×2・0(措)12・0×2・0(柵) 1.4×1.6(++)

1.2×1.3(++)
一 一 一7冒 一一

1.9×1.9(柵)

一

〇.8×0.8(+) 0.6×0.7(+)

219 1620 1.7×1.8(朴) 1.8×1.9(柵)

一一一 、

0.8×1.0(十)

一一一

〇.9×1.0(什) (±) (一)

223 2220 1.5×1.6(十)

一 　

1.9×2.0(++) 0,7×0.8(±)
雫

(肛門膿瘍) (±)
重

死 亡

191 2750 1.7×1.9(++) 2.1×2.2(柵) 1.4×1.4(++) 1.4×1.6(珊) 1.1×1.3(++)

}
0.8×1.1(十)

健

康

群一

236

(一) (一) (一) (一) (一)

一
237
一
239一
240一
241一
242

μ一 ■■圏蝕馳幽 幽匿鯉 剛鴨 一 __一

腔重

2070

0091

0971

0702

0902

0702

0261

0012

0971

0502

0142

0862

0371

0651

382

812

184

194

201

197

1580
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第 ・ 10 表

重[盤

3021

禰
2016

3020

1019

8021

7021

8018

3020

4023

9026

1015

oo27

9021

9018

oo20

器
器

の∠胞反復反力「

時48
-1

時以

の

肩〆・一(

9向

}

ワ8L鰍1。

じ叡

力奴軌似軌一〇.

)柵叙L忽L

柵穴L取L

紛灰乳似2。

)什πL徹L

↓駁"駄0。

幻駅軌駄似

↓π"秋銑

↓鋭"叡匠
↓(

幻(

↓(

[

噛
Il

l

目

目日日

評

4⊥

-⊥

鰍

Kー臨τ

課
舗
浦30

双M。41
胆
禰政MJ1

紛σ之似乳

禰叙L徹L
掬蝋L似L

)什駅L似L

ノ'

)研ひ

」
一

潟イ⊥・噌」

徹

恢L五

↓冥L似L

粉双M。41

↓(

唯反物「

後
7止後中種餌食接」GヒC「B

…

時48

)

一
)柵吾穴L似

●

一

●

ー!

4ム

ー紛(
一

(」
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10表 ノ如 ク デ、 「ツ」反復 反胞1ハ 封 比側 ノ反 臆 二比 シ

テ明 カ ニ低 下 ヲ來 シテ ヰ ル。

4祓 績 ハ墨汁 少 量ll三入:一・一ヨ ツテ 該細 胞 系 機 能 ヲ プ〔進

シタル 場合 ト殆 ド同様 ナ結 果 デ ァル 。 帥 チ

(1)「 ツ」反 復反 磨 ハ反 復 スル度 二漸 次 弱 〃ナ ル。

(2)此 ・「ツ」反 復 反 磨 モ 「ヒ」食 餌 投 與 群 ・・封 照 群 二

比 シテ強 ク反 磨 シテ ヰ ル。

以 上 述 べ來 ツタ 「ツ」反 復 反 胞 ニ ゴッ テ 起 ル局 所 「ア ネ

ル ギ ー」ハ如 何 ナ ル 要 約 二 依 ノレモ ノデ ア ル カ トイ フ

ニ、個 盟 が既 二獲 得 シタ ル 反 晦抗 髄 ガ ソ ノ局 所 二於 テ

・ミ減 少 スル タ メ ト考 フル モ、ソ ノ局 所 組 織 ノ反 磨抗

燈 ノ減 少 ・・何 二基 クモ ノデ ア ル カ、叉 「ツ」ヲ繰 返 シii三

入 ンタ局 所 ノ皮 細 胞 ソ/モ ノ ・特 種 ノ 組 織 墜 性 ノ結

果 トシテ起 ッ タ モ'カ 、然 ラ バ其 ノ組 織 愛 化 ・・如 何 ナ

ル性 質 ノモ ノデ アル カ ト ィフ 様 ナ コ ト ガ 今 後 更 二明

カニ サ レ ネバ ナ ラ ヌ問是亘デ ア ル.

第四章 結 論

(11「 ツベ ル ク リ ン」チ 反 復 注身fセ ル 局 所 ノ・「ツ

ベ ル ク リ ン」親 和性 ヲ漸 次減 退 シ
、 途 ニハ 「ツベ

ル ク リン・アネ ル ギー」ノ月犬態 トナ ノし。

(2♪ コ ノ現 象 ハ網 状 織 内被 細 胞 系 統 機 能 ラ填 塞

セ ル モ ノー於 テノ・更 二速 カロ且 ツ著 明 二認 メ ソ

レル ガ、 該 細 胞 系 ノ機 能 ガ充 進 セ ラ レ タル モ ノ

ニ於 テノ・局 所 ノhypoergischト ナ ル事 ノ・甚 ダ遅

ク且 ツ困 難 デ アル 。
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第二篇1ツ ベルク リン・ア レルギー」卜「コンゴー 赤法 ニヨル

網状織 内被細胞系統機能 トノ關係 二關スル研 究

第一章 緒 論

網 状 織 内被 細 胞 系 ノ機 能 如 河 ガ個 灘 二 及 ボ ス影

響 甚 シ久 特 二 「ツベ ル ク リ ン・ア レル ギー」ノ義

現 二向 ツ テ緊 要 ナル 役IIi演 ズル事 テ知 リ得 タ

ノデ、本 系 統 機 能 検 査 二關 シテAdler・Reimann

〔lo)ノ「コ ンゴ・一・…」赤 法 テ使 用 シテ、 該 細 胞 系 ノ機

能 ノー端 ヲ窺 知 シ 「ツベ ル ク リ)・ ア レル ギ ー」

トノ關 係 テ究 明 セ ン1・企 テ タ。

本 系 統 ノ機 能 検 査 法 トシテ ノ・種 々 ナ ル方 法 ガ提

唱 セ ラ レテ ヰル ガ、 未 グ勃 レニ シテ モ完 壁 ノ域

二達 シテ ヰ ナ イ。 今 後 術 研 究 セ ラル ベ キ問題 デ

アル。 而 シテ從 來 之 ノ検 査 法 トシ テ基 ゲ ラ レ テ

ヰ ル モ ノノ・概 シテ木 系 統 機 能 ノー ナ ル異 物 囁 取

ノ度 ラ以 テ之 ノ機 能 状 態 一声窺 フ ノデ ァル。

例 之(1)Rosenthal(7)ノ 「フェノー ル フ ター レ ン」

法 、(2)Lundwall(')ノ 鐵 糖 微冠 測 定 法、(3)

SaxlundDonath(`J)ノ 脂 肪 俘游 法 、(4)Adler-

Reimann(10)ノKongorot法 、(5)Bauer(11)ノ

「ガ ラク トー ビ」法 、(6)Kauffmann'38)ノ 「カ ン

タ リヂ ン」法 等 ガ ァル。

就 中Adler-Reimannノ 「コ ン ゴ ー 」赤 法 ノ・生 艦

二 無 害 ニ シ テ且 コ ノ色 素 ・・高 度 ノ膠 質 状 テ 呈 シ

テ囁 取 サ1ノ 易 ク、 染 色 力 張 ク シ テ壁 色 シ難 ク比

色 二 便 デ ア ル カ ラ シ テ 、 完 全 ナ ル 機 能 検 査 法 ナ

キ 今 日 二 於 テ ノ・最 モ汎 ク使 用 セ ラ レ テ ヰ ル 。

文 献 テ旙 ク ニ 、 「コ ン ゴ ー 」赤 法 テ 諸 種 疾 患 二癒

用 シ タ ル モ ノ ノ・枚 塞 二逞 無 キ 程 デ ア ル ガ、 結 核

疾 患 二 用 ヒ タ ル モ ノノ・僅 力 ・一=.Rabbioniu.

Alberghina,(33)TrudeL6wenstein,(12S.Osear13↓,

S.Giulio,'351B.Mario`3b・LFabris(37)等 テ 見 ル ノ

デ ア ル 。 氏 等 ノ・結 核 ノ診 噺 乃 至 ・・豫 後 ニ ー 定 ノ

關 係 テ 有 入ル 事 テ 論 ジ テ ヰ ・しガ 、 「ッ ベ ル ク リ

ン・ア レル ギー 」ト「コ ン ゴ ー 」赤 係 鍬 ト ノ關 係 テ

究 明 シ タ ル モ ノノ・僅 カ ニ 臨 見乍的 二Alf61dy,

Bernathu.Engelmayer(6〕 等 ガァノしノ ミ デ ァ ル 。

余 ガ 舷 二 本 實 験 テ行'ソ タ 目 的 ハ 「ゴ ン ゴ ー 」赤 法

ソ レ 自 身 二 封 ス ル 本 態 的 ノ 号察 ∴ 非 ズ シ テ、

「'ソ・ア レ ル ギ ー 」 ノ 獲 現 ト 網 歌 織 内 被 細 胞 系 機

倉旨 ト ノ關f系 ラ 窺 ハ ン ト 人ル=一 ア ル。

第二章 實験方法及材料

O

L

タ

2
。

實験動物。2000瓦 内外 ノ健康雌家兎テ用 ヒ

「コ シ ゴ ー 」赤 法
。

「rン ゴー」赤 法 ・・1925年Adler-Reimannニ ヨ

ッ テ叢 表 セ ラ レ タル方 法 デ、 網 月犬織 内被 細 胞 系

統 ノ色 素振 取 能 力 ヲ測 定 シテ該 細 胞 系 ノ機 能 ・チ

窺 知 セ ン ト 人ル モ ノ デ アル。 即 チ1%「 コ ンゴ

ー 」赤 溶 液10c.c.乃 至12cα テ室 腹 時 静 脈 内=-i 、1、入

シ、 注 射 後4分 及 ビ60分 ノ2同 二探 血 シテ、血

清 中 二残 存 スル該 色 素濃 度 テ1萬 倍 「コ ンゴー 」

赤 溶液 テ標 準 液 トシテ比 色 シ、

灘 傭 罐=1織 ×編 コンゴー・一一」

ii.i,}J、テ 「・・ ン ゴ ー 」赤 係 数(Kogorotindex)トillム

ヘ タ.網 状 織 内被 細 胞 系 統 機 能 ノ充 進 セ ル 時 ニ

ノ・60分 後 ノ血 清 中 一 残 存 ス ル 該 色 素 ノ量 ノ、少

ナ ク 「コ ン ゴ ー 」赤 係 数 ノ・小 デ 、 機 能 減 退 ス ル 時

ニ ノ・之 一 反 シ ァ「コ}ゴ ー 」赤 指 ,数ノ・大 ト ナ ・し。

爾 氏 等 ニ ヨ レバ 健 康 人 ノ 「コ ン ゴー 」赤 係 数 ノ・愛

化 ガ極 メ テ 少 ナ イ ト ィ フ。

注 射 後4分 時 二探 血 ス ル ノハ コ ノ時 期 二 於 テ ノ・

注 入 サ レ タ ル 色 素 ガ 全 身 ノ血 液rl1二 李 等 二 混 合

セ ラ レ且 同 時 二 血 行 中 二 於 ケ ル 色 素 濃 度 ガ 最 大

二 近 キ 事 ノ・飢 二 謹 明 セi7レ テ ヰ ル カ ラ デ ァ ル
。

(Griesbach(13)Keith,Rowntreeund .Gerag-

hty'1ti,2然 シ動 物 殊 二 家 兎 二 於:」-7・4分 時 以 内 三
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網 状 織 内 被 細 胞 系 統 ノ囁 取 状 態 ニ ヨ リ 既 二貧 喰

ガ 行 ノ、レル 事 モ 稀 ニ ノ、アル トイ フ。(品 川 、'1:;・木

下116'等)又 長 島1'17)7・家 兎 二於 テ 血 液 中 ノ「コ ン ゴ

ー 」赤 含 有 量 ハ 注 入 後1分 時 ガ 最 高 一 シ テ 、 ソ

レ ヨ リ時 間 ノ経 過 二 從 ツ テ漸 次 減 少 ス ル ガ 、 コ

ノ 「コ ン ゴー 」赤 消 失 時 間 ト原 法 ニ ヨ ル 成 績 トハ

殆 ン ドー 致 ス ル 故 二 該 系 統 ノ機 能 デ 同町 入ル ニ

ノ・原 法 ニ テ充 分 デ ァ ル ト云 ツ テ ヰ ル 。

うく注 射 後1時 間 目 ノ値 ヲ検 ス ル ノノ・、Adler-

Reimann二i朦 レバ 、 注 入 シ タ「コ ン ゴ ー 」赤 ノ

牛 値 時(Halbwertzeit)ノ ・正 常 デ ノ・注 射 後1時

牛 デ アル 。 然 シ つ ノ 牛 値 時 ラ各 個 艦 ニ ヨ ツ テ 豫

知 スル 事 ハ 出 來 ヌ カ ラ検 査 法 ト シ テ ノ・、 注 射 後

1時 聞 目 ノ 落 下 値(Abfallwert)ト1・E射 後4分

時 目 ノ値 ト テ比 較 シ テ 色 素 係 藪 トナ シ テ ヰ ル 。

1)「 コ ソ ゴー」赤 溶 液 ノ調 製

「コ ン ゴー」赤 ノ・GrUbler製 ヲ 用 ヒ
、 生理 的 食 塵水 ニ

テ1%溶 液 トナ シ加 熱 滅 菌 シテ使 用 シ、コ ノ色 素液 ハ

1週 間 ヲ経 過 スル ト新 調 シタ。

2)標 準 液

1%即 チ 「コ ソゴ ー」赤 ヲO.1瓦 ヲ 化 學 天 秤 ニ テ 秤 量

シ、 之 ヲ生 理 的 食鞭 水 デ溶 解 シ「テ全 量 ヲ1000c.c.1・ ナ

シタル モ ノデ アル 。 該 標 準 液1c.c.中 二 ・・0.1mgノ 「コ

ンゴ ー」赤 ヲ含 有 ス ル。 而 シテ標 準 液 ・・使 用 ゴ トニ新

シ ク調 製 シタ.

3)「 コ ソ ゴー」赤 色 素 液 二就 キテ

血 中 二楡 入 ス ベ キ 異 物 ト シテ ・・(1)個 禮 二 何 等危 瞼

ヲ及 サ ズ且 ツ注 入 二因 ル反 鷹 無 ク、(2)容 易 二細 胞 二

掘 取 サ レ得 ルモ ノデ、(3)微 細 膠 質1・成 リ且 ソ禰 散 性

(Diffusionsverm6ger))無 ク、(4)血 清 中 ニ テ!1:.7ri否

及 ビ分II:ヲ 認 知 シ易 キ物 ガ適 常 テフ ・レ。

「コ ンゴ ー」赤 ハ前 記 諸 條 件 ヲ 完 全 二 具 備 ス ル 酸 性 生

髄 染 色 色 素 テ'、血 中 二 注 入 サ レル1・Siegmund氏 ノ

所 謂Uferzellen二 速 カ ニ振 取 サ レ、 ソ ノー部 分 ノ・脈

汁 中 二移 行 シ、尿 中 二排 泄 セ ラル ・モ ノ・・痕 跡 二過 ギ

ナ イ事 ・・一 般 ノ 既 二 承 認 凶 ル1・ コ ロデ(Adler-Reim-

ann'10)Keith,RowntreeundGeraghtyJ1↓)Griesbach'13ノ

木 下16等)且 叉 「コ ンゴー」赤 色素 液 ガ網 状 織 内被 細

胞 系 ノ細 胞 二 貧 喰 概 取 セ ラル ・ノ・清 野 敏 授18)ヲ 始 メ

Wilensky(19)RussalundWeil(20)等 ノ報 告 スル トコ ロ

デ アル'。

要 之 、血 行 内 二li三入 セ ル 「コ ソゴ ー」赤 液 ・・僅 カ ニ罷 液

中 二残 存 ス ル モ ノ ・外 ・・主 ト シテ 網 状 織 内 被 細 胞 二

撮 取 セ ラル ・モ ノ ト認 メ ラ レノレ。

4)ゴ でケ〔些=方法

實 験 家 兎 ハ豫 メ絶 食 セ シメ 實 験 前 膿 重 ヲ 測 定 シテ前

記1%「 コ ンゴー 」赤}夜 ヲ骨豊重1kg二 揖 シ1c.c.ノ 害町'合・

二耳 静 脈 二 注 射 ン、 注 射 後4分 及 ビ60分 ノ2同 二亙

リ 」三射 セル 反 封 側 ノ耳 静 脈 カ ラ探 血 ス ル。 探 血 二 ・・

2c・c・ノ「ツ ベ ル ク リ ソ」UI射 器 ヲ用 ヒ、 之 二豫 メ3.8%

ノ絢 騒 酸 曹 達 水 溶 液 ヲO.1c・c・入v2ccマ デ探 血 スル 。

探 血 セル 血 液 ノ、絢 縁 酸 曹 達 液 トヨ ク 混 和 セ シメ テ凝

血 ヲ防 ギ、 之 ヲ小 試 験 管 内 二移 シテ、直 チ ニ遠 心 沈 澱

セ シメ 血 漿 ト血 球 トヲ分 離 ンテ 得 タル 血漿 ヲ 「ラ イ

ッ」製 萬能 比 色計(UniversalKolorimeter)ヲ 以 テ 比
ノ

色 検 査 シタ。

倫 ・ 正 常 家 兎 ヨ リ3.8%絢 懸 酸 曹 達 水 溶 液0.1αc.ヲ 容

レタノレ注 射 器 ニ テ 血 液 マ デ 探 血 シ遠 心 シテ 血 球 ヲ除

ギ1}タ ル 血 漿 ヲ、血 漿 ソ ノモ ノ ・色 言周ノ補 整 ト シテ 比

色 ノ際 二用 ヒ タ.

原 法 ニ テ ・・血 清 ヲ使 用 シテ ヰル が、 余 ・・血 漿 ヲ用 ヒ

タ。ソvハ(1)血 球 ト血 漿 ト ノ分 離 ハ血 球1・ 血 清 トノ

分 離 ヨ リ容 易 デ ア リ、(2)且 ツ本 實 験 ニ テ ・・溶 血 スv

バ全 ク使 用 便値 ナ ク、(3)爾 探 血 二要 スル 時 間 ガ長 ケ

レバ時 間 的 差 異 二 因ル 動 揺 ヲモ 考 慮 二 入 レナ ケ レ!バ

ナ ラ ヌ不 便 ガアル カ ラ デ アル 。血 漿 ヲ使 用 シテ該 系 統

ノ機 能 ヲ列 定 シタ モ ノノ・既 二長 島、(・η 三 好?・)等 ガ ア

リ、實 験 的 二使 用 可 能 ナル コ トヲ確 定 シテ ヰル
。 余 モ

亦 血清 及 ピ血 漿 ニ ヨル 比 較 ヲ試 ミテ第11表 二見 ル ヵ・

如 クニ・大 膣 相 等 ンキ成 績 ヲ得 テ ヰ ル。 以 上 ノ理 由 ニ

ヨ ツテ血 漿 ヲ使 用 ン タ。

第 11 表

辮1馴 繍{葱 鍬9!盆織
血肘

清セ
ヲル

f塑羨

血吊251

蓼完i二⑫
使晧252

251r2700
-1・ 一___

2.730.0014.2047.3

112123502.428.05 15.0053.4

252 ,24002.4123.6013.2055.9

275612.7一t31.3015.50i49.5

0

0

9
0

PO

9
0

冗q

9
陶

9
～

2,326。6013.4050.3

2.523.7912.2251.3
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第三章 實験成績

第一節 正常家兎 二於 ケノγ「コンゴー」赤係 敷

正 常 家 兎 二於 ケル該 係 撒 ノ正 常値 テ求 メ、 次 デ

BCG接 種 後 「ツベ ル ク リ ン・アvル ギー」ノ登 現

時 ト ノ關 係 二就 キ テ ノ封 照 試 験 トナ ス目的 デ木

實 験 テそi'ツタ。

罷 重2000瓦 内外 ノ健 康 家 兎31頭 テ前 章 記 載 ノ

如 キ操 作 ノ下 二實験 シ、ツ ノ成 績 ノ・第12表 二示

ス如 ク ー、 最 高 係 数66.6%、 最 小係 撒50・0%'一.

シテ線 卒均 値 ノ・56.9%デ アル。帥 チ大 罷i二於 テ

正 常 係 撒 ノ・大 約50%乃 至60%ノ 動 揺 圏 内 二存

ス ル モ ノ ト認 容 シ得 ラ レル.

第12'表

健 康 時(共 ノー)

闇

動物
番號 盤重 勘 翫91盆

60分

mg/dl

155

158

2120

1900

2.1

1.9

25.00

30.00

12.50

18.00

159 1960 2.0 37.50 22.50

161 1730 1.7 30.00 17.00

162 2000 2.0 31.00 16.00

166 1780 1.8 28.50 18.00

167 1630 1.6 30.00

170 1730 1.7 32.50

20.00
-一一 一一 一 一

18.00
,一一辱一一 一

15.00171 2185 2.2 ' 30.00

1綴

選lil
60.0

17.0056.6

51.6

63.1

66.6

55.3

50.0

175
㎝

176
-一 一 一

177

179

181
}

182
一

183

160

189
_}

190

195

196

213
一 一一

214

215
一

201

202

203
一

204

218
一 一

191
一一

219
-一噌一一 一 一

牛
一

5802

n6

一
〇

-
よ

　
9
向

65

…0

20

面

05

「30

一20

50

面

20

健

90

90

30

ω

.00

00

70

00

10

00

20

81

7コ

41

12

91

-

一
9

・
2

一
-

　

一

12

-
1

0
ソ

2

了

91

91

91

91

81

91

52

72

31

均

2.1

1.9

2.0

1.8

1.8

1.4

2.1

1.9

2.2

28.50

33.33

26.66

31.66

22.00

28.50

22.00

31.25

21.50

22.582.0

2.1121.87

康 時

19.00

16.67

15.66

16.50

14.00

17.00

12.80

17.50

13.54

13.88

11.11

66.6

50.0

7●85

コ25

63.6

59.6

58.1

56.0

62.9

2.2

(共 ノニ)

21.00 10,50

61.4

50.8

2.0

1。9

1.9

1.9

1.9

1.9

1.9

2。5

2.7

1.3

21.21

23.07

20.00

19.44

16.36

25.00

21.11

23.07

24.00

26.00

12.50

13.00

12.00

11.00

10.00

13.50

11.76

」2・97

12.40

13.33

50.0

58.9

56.3

60.0

56.5

61.1

54.0

55.6

56.2

51.6

51.2

56.9

第 二節 「ツ・ミノレク リン」反 鷹 陽性 縛化 時 二於 ケノレ「コ ンゴー」赤 係 数

前 節 二於 テ試 験 セル 如 ク ニ、 「ッ」陰 性 時 二於 ケ

ル 「コ ンゴー 」赤 係 撒 テ見 タル健 康 家 兎 二BCG

ラ10mg皮 下 接 種 シテ、21日 後(1實 験 群 ノ・

30日 後)二 「ツ」反 慮 ガ陽 性 二轄 化 シタル時 二網

封犬織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 ハ 如何 ナル 歌 態 ニ ァル

カ ヲ「コ ンゴー 」赤 法 テ用 ヒ テ實 験 シ タ。

其 ノ成 績 ノ・第13表 二示 スガ 如 クニ、29頭 テ實

験 二供 シ タガ(血 漿 ノ溶 血 現 象 ヲ 呈 シタル モ ノ

ノ・除外 シ テヰ ル〉、 ソ ノ最 高係 撒 ノ・67.2先 デ、

最 小 係 撒 ノ・43.9%ヲ 示 シ テ居 ル。此 ノ係 撒 ノ不

均 値 ノ・57%ト ナ ツ テ ヰル。 之 ラ 前 節 ノ 健 康 時

(「ツ」反 慮 陰 性 時)二 比 スル ニ、 「コ ンゴー 」赤 係

撒 二於 テノ・何 等 特 別 ノ 差 異 ハ 示 サ ナ ィ。 若 シ

「つ ンゴー」赤 係 数 ガ網 封犬織 内被 細 胞 系 ノ機 能 ノ

ー 端 テ示 スモ ノ トス ル ナ ラバ 「コ ン ゴー 」赤 係 撒

カ ラ見 レバ、BCG接 種 家 兎 ノ「ツ」反 慮 ガ 陽 性

二轄 化 スル 時 ノ・網 邦犬織 内被 細 胞 系 統 ノ・何 等特 異

的 ノ攣調 ラ モ起 シテヰ ナ イ ト推 論 スル 事 ガ出 來

ノレO

第13表

「ソ」反慮 陽性樽化時(其 ノ…)

矧 馴 鍬書
芸1'll器llil

4分

!塑91dl
19.OO

至齋

60分 色 素

mg!dl係 薮

9.75

12.92

51.3

61.0
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159

161

162

167

170

171

175

176

177

179

181

182

183
r

160

0112

0861

1591

0981

0191

0212

0532

0602

0002

0112

0951

0071

0102

0271

1
●2

7●1

0　2

9
●

1

9
9

1

1
●

2

4
　

2

1
●

2

0
●

2

1
●

2

6
●

1

7
●

1

0
　

2

24.08

23.48

23.66

37.08

31.25

33.33

26.70

28.33

29.00

31.ool

19.33

23.33

31.00

{12.5012.50

器

llill

}lill

碧ill

llli÷ggiog
18.58

1.7i29。37116.36、55.7

IT,.9
53.2

52.8

51.9

63.4

53.2

65.8

54.9

67.2

55.3

56.9

51.4

59.9

Ir
ツ」反

189 2000

190 2080

195 2260

196 2600

213 1900
「214

1890

215 2020

201 1980

202 2190

203 1910

204 2020

218 2780

191 2740
7F均

「ツ」反 磨陽性韓 化時て其 ノニ)

0●2

1
■2

3●2

6
●

2

9●1

9
●

1

0
9

2

02

2
●

2

9
●

1

0　2

8
●2

7
　

2

化時て其 ノニ)
16.46 10.40 63.1

16.00 10.00 62.5

18.00 9.10 50.5

17.00 9.00 52.9
1

15・00}9・64 64.2

12.00 6.42 53.0

20.00 11.00 55.5

16.66 10.00 60.0

16.50 10.50 63.6

23.20 11.44 49.3

16.71 10.00 59.8

17.00 11.00 64.7

20.00 10.00, 50.0

57.0
璽 一

第 三節 墨 汁 大量注 入 ニ ヨツテ綱 状織 内被細胞 系 統 機能填 塞 ノ場 合 二於 ケノン

「ツ・ごノレク リン・アレノレギー 」ト「コンゴー」赤係 撒 トノ關係 二就 キテ

第 一 項 緒 言

網 状織 内 被 細 胞 系統 ガ墨 汁 掘 取 後 更 二 他 ノ色 素 「コ ン

ゴ ー」赤 ノニ 重 撮 取 ヲ行 ヒ得 ル カ否 カ ニ 封 ヌル 可 能性

ヲNiesen⑫2)Strasser(23)等 ノ・反 駁 ンテ ヰル ガ、Gaza,(24)

Petroff・(25)Kuczynski,(26)Rosenthal(2η 等 ・・二 重 撮 取 更

二 両 ホ三 重 掘 取 ヲモ確 認 ンテ ヰル
.然 シ本 邦 二於 テ清

野 敏 授 其 他 ノ學 徒 ニ ヨツ テ 本系 統 ノ 生 禮 染 色 二於 テ

木 系統 二罵 スル細 胞 ガ雨 色 素 ヲ撮 取 ン 得 ル 事 實 ヲ詳

細 二研 究 シテ現今 一般 二確 認 セ ラ レル ニ 至 ツテ居 ル 。

故 二墨 汁 大 最 注 入 後 「ツ ベル ク リ ソ・ア レル ギ ー」ノ 清

長 ト網 状 織 内被 細 胞 系 統 機 能 ト ノ 關 係 ヲ「コ ンゴ ー 」

赤 法 ヲ用 ヒ テi欠 ノ如 ク實験 ンタ。

第 二 項 墨 汁 注 入 直 後 第 一 同 目

「ツ 」反 慮 試 験 時

「ツ」反 磨 陰 性 時及 ビBCG免 疫 後 「ツ」反 懸 ガ 陽 性 二

縛 化 シタル 時 ノ「コ ン ゴー」赤 係 数 ヲ ソ レ ゾ レ槍 シタ

家 兎 二、多 量 ノ墨汁 ヲ注入 シテ所 謂機 能 封 塞 ノ状 態 二

至 ラ シメ タ ル 後 二 「ソ・ア レ・ル ギ ー」試 験 ト同 時 二 「コ

ソ ゴー」赤 係 数 ヲ求 メ タ.

本 實 験 二於 テ ノ・、先 二第1報 デ報 告 シ タ墨 汁 液 ヲ使 用

シ タ・epチ1%墨 汁 液 ヲ1日 量10α 叶 ナ シ静 脈 内 二

注 入 シ12日 間 二亙 リ所 謂 機 能 封 塞 ヲ行 ソ タn

墨 汁 注 入 終 了直 後 即 チBCG接 種 後40日 目 ノ 「ツ」反

磨 試験 時 二求 ノタル 「コ ンゴi・一一.」赤 係 鍛 ハ第14表 ノ如

ク デ・ 墨 汁 填 塞 群 ・・最 小 係 数53 ・3%ヨ リ最 高係 数75

%二 至 リZF均65、3%デ アル 。 之 レ ヲ「ツ」反 磨 陽 性 二

轄 化 時 ノ55・7%二 比 スvバ 、9.6%大bナ ツ テ ヰル 。

各 個 二於 テ モ例 外 ハ ナ ク 皆 色素 係 数 ・・大 トナ ソ テ ヰ

ル 。 然 ル ニBCG接 種 ノ ミ ノ封 照群 ・・4均56 .1%デ 、

「ツ」反 鷹 陽 性轄 化 時 ノ58 .7%二 比 シテ 係 藪 ・・大 ナ ル

動 揺 ヲ示 サ ナ イ。

即 チ 奉實 験 ニ ヨ リBCG接 種 家 兎 ノ 網 状 織 内被 細 胞

ガ多 硅 ノ墨汁 穎 粒 ヲ貧 喰 撮 取 シ 機 能 障 碍 セ ラ レ タル

第14表(其 ノ ー)

irツ 」鷹 陽性轍 時 1
i動物

番號髄重
色素
注入
量

4分

mg/dl

60分

mgldl 離 薦
158 2030 2.0 21.16 12.92 61.0

55.7

159 2110 2.1 24.08 12.50 51.9

161 1680 1.7 23.48 12.50 53.2

162 1951 2.O 23.66 12.50 52.8

166 (溶血 現象)

167 1890 1.9 37.08 19.25 51.9

170 1910 1.9 31.25 19.83 63.4

175 2350 2.4 26・70117・58 65.8

58.7

176 2060 2.1 28.33 15.58 54.9

177 2000 2.0 29.00 19.50 67.2

179 2110 2.1 31.00 17.16 55.3

181 1590 1.6 19.33 11.00 56.9

182 1700 1.7 23.33 12.00 51.4

183 2010 2.0, 31.00 、8.58i59.9,
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第14表(其 ノ ニ)

墨

汁

大

量

注

入

群

墨汁大 量注入終 了直後
「ツ」反鷹第一 同試験時

動物
番號

盟重
色素
注入
量

4分

mgldl

60分

mg/dl
色素
係数

色 素
係 撒
(卒均)

158 2170 2.2 25.00 18.75 75.0

65.3

159一 2300
-_

1700

2.3 31.50 20.00 63.4

161 1.7 21.00
　

30.00

13.00 61.9

162 2270 2.3 16.00 旦 可
65.4166 2430 2.4 25.00

-F一 一 一

31.00

16.36

167 1980 2.0 20.00 64.5

170 2100 2.1 27.00 20.Od74.0

封

照

群

175 2630 2.6 23.10 12.60 54.5

56.1

176 2150 2.2 22.33 10.85 48.5

177 2140 2.1 27.50 18.33 66.6

179 2220 2.2 27.50 15.71 57.1

181 1660 1.7 27.60 16.00 57.9

182 1730 1.7 30.00 16.33

一

54.4
一 一 一{

54.3183 2300 2.3 27.60 15.00

第 15

タメニ、注入色素液 ノ撮取機能障碍 セ ラ レ血行 内二永

〃注入色 素液 ノ残存 スノγコ トヲ知ル ノデ アル 。

コノ際 ノ「ツ」反慮 ノ、甚 ダ ンクhypoergisch乃 至 ハ

anergischノ 外観 ヲ示 シテ帰ル(第2i表)。

第 三 項 墨 汁 注 入 後 第=同 目

「ツ」反 鷹 試 験 時

果汁注入後19H目 帥チBCG接 種後59日 目二 於 ケ

ル 「コソゴー」赤係数 ハ第15表 ノ如 〃デ、 墨汁墳塞群

・・李均係 数56.9%デ アノレ。 前同 ノ墨汁 注入直後(65.3

%)二 比 シテ稽 く低下(8.7%)ヲ 示 ジテヰル ガ、「ソ」反

磨 陽性樽 化時(55.7%)ヨ リ係 轍僅 カニ高 キ(0・9%)ヲ

見 ル。封照群 ハ54.2%デ 前同 ノソソヨリ梢 く係数 ノ

低下 ヲ來 シテ居ル。

即 チ墨汁 注入後19日 ヲ経 過 ンテ黒汁 ノ網 状織内被細

胞 系統 二及 ボス影 響 ガ漸次減 少 ジ來 ル事 ヲ 示 シテヰ

ル。 コノ時 ノ「ツ」反磨iハ填 塞群 ニテ ハ爾 明 カニhyp・

oergieデ アノレ(第4表)。

表.

一}一 ←一

一}

動物番號
一 一 …

「ツ」反

慮陽性
韓 化時一 一 一一 一__

色素係数
(干均)

　 一

暴汁大
量注入
遣後時.
色素係倣
(準均)㎝ 一 一一

1

塁 汁 大 量 注 入 後
第2同 目 「ツ」 反 慮 時

一 　 一 　 一 　

髄1麟1霊9訓 鵯&訓色報 数馨 騨
一 一 『 一一r一 一 一　-　 一

墨
汁
液
大
量
注
入
群

野

158

159

161

16255.765,3

166

2330 2.328.0017.0060.7

24402.4

18201.827.11

21902.2

24.4415.5563.7

13.8050.9

照

25.0013.3053.256.6

群

2510 2.526.2214.6155.7

167

170

175

176

177

17958.756.1

181

182

183

2020

2250
12700

2.027,0014.5053.7

2.325.3814.8058.3

2.727.2014.57『53.5

21302,1

19902.0

21502.2

17701.8

26.6614.0052.5

25.梗 「16.0062.3

28.0016.0057.i「-54.2

27.8014.6052.5

2120 2.128.8014,0048.6

2300 2.327.4014.6053.2

第四項 総 括

(1)健 康時、(2)BCG接 種後「ツ」反慮 ガ陽性

二轄化 スル時、(3)ソ ノ後墨汁大景注入テ試 ミ

網状織内被細胞系統機能填塞 テ行 ツタ時 ノ「ツ」

反磨試験時、(4)更 二機能填塞後「ツ」反癒第2

同日施行時二、 ソレゾレ「コンゴー」赤試験 ヲ行

ツタ成績 ヲ舷 ニー括 スルニ第1岡 ノ如 キ曲線 ヲ

ヨ

得 ル ノ デ アル。此 ノ圖 二於 テ特 異 的 ナ ル コ トノ・、

(1)墨 汁大 量 注 入 シ タル宜 後 即 チ網 状 織 内被 細

胞 系 統 機 能 テ封 塞 セ ル時 ハ 「コ ンゴー 」赤 ノ流 血

中 二於 ケル 停滞 ガ長 ク即 チ色 素 係 数 ノ上 昇 テ來

シテ 牛ル。

(2)然 シナガ ラ之 ノ上 昇 セル係 数 モ時 日 ノ経 過

ト共 二漸 次 正 常 二近 ヅ クモ ノデ アノし。
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6a

75

7e

65

06

55

50

布
尋

墨汁大量d三入群

第 1 圖

封照 ナルBCG免 疫群

介
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農
時
(ゾ

反
慮
陰
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蒔
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↓
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コ
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赤
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時
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ザ
し
反
雇
隔
陽

椎
斬

・化
時

↑

墨
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六
量
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入
直
循
…第

一圓
♂
反
慮
邸

カ"ノ 如 ク「・ンゴー」赤 係 数 が1二 昇 シタ時(帥

チ該 細胞 系機 能 填 塞 時1・・「ツ・ア レル ギー」ノ黄

現 ノ・甚 ダ微 弱 デ アル。

・↑
鐸

穴
応璽
漣μ
入
強
似
第

三
面
「
ツし
友
応
秘硝

↑

ハ第

一
面
「呼
」
夏
塵
臨時

令

ザ
」
及
鳳

陽

牲
輔

化

・時

↑

健

庚

時
戸
ザ
し
亙
庶
陰

且
遊

全

第

三
囲
ザ
L
友
鷹
・

帥 チ、 「1ン ゴー」赤 法 ニ ヨ ツ テ モ「ツ・ア レル ギ

ー」ト網 状織 内被 細 胞 系機 能 トハ 密 接 ナ ル 關 係

アル コ トヲ認 メ得 タ。

第 四節 墨 汁少 量注入 ニ ヨツテ網状織 内被細 胞 系統機 能攣 調 ノ場合 二於 ケル

「ッ'ごノレク リン・ア レノレギー」ト「コンゴー」赤係 数 トノ關係 二就 キテ

第 一 項 緒 言

早汁 少11;一、1三入 ニ ョ ツテ 「ツ・ア1/ノレギ ー」ガ 充 進 的 二髪

現 ス ル トキ、果 シ テ「コ ンゴ ー」赤 係 数 ・・如 何 ナル 状 態

ニ アル カヲ楡 ンテ、 網 状 織 内被 細 胞 系 ノ機 能 ノ ー 端

ヲ窺 ヒ、 叉 墨汁 注入 後 ノ「ツ」反 旛 検 査 ト芋 行 的 二 鍛

同 「コ ン ゴー」赤 試 験 ヲ繰 リ返 シ、 「ッ・ア ・ル ギ ー」ノ

獲 現 ト該 細胞 系機 能 ト ノ關 係 ヲ更 二 究 明 セ ソ ト試 ミ

タo

第 二 項 墨 汁 少 量 注 入 直 後 第 一1司目

「ツ」反 慮 試 験 時

}SCG接 種家兎 ノ 「ツ」反磨 陽性縛化後、1%墨 汁液

5caヲ1同1日 量 トシ2回 注入 シタル後 二Adler.Rei.

mann氏 法 ヲ以 テ該細胞 系 ノ機能 ヲ槍 シタ。

第16表 二見 ル ガ如 クニ、墨汁少量注入群 ハ色素係 数

牛 均51・7%ヲ 示 シ、 「ツ」反 鷹 陽性 二 縛 化 γタ ル時 ノ

57・296ヨ リ李 均5・5%ノ 低 下 ヲ來 シテ居 ル
。 ゴ レ ヲ ソ

第16表(其 ノ ー)

一『

「ツ」反旛陽性嬉化 時

動物
番號

189

饅重
}_▼___

2000

色i素
注入
量噌　甲一

2.0

4分

mg/dl

60分

mgldl
色素
係数

色 素
係 藪
(2卜均)塵 一一一』

57.2

一},'一 一一

57.5

16.46
一㎝

10・ 如i63・1

190 2080 2.1 16.00 10.00 62.5

195 2260 2.3 18.00 9.10 50.5

196一 2600

1

2.6-f
.9

1

一

17.0019.00-一　一 一『 一冨 一一 一一一

213190015,009.64、
9

一一 嘔

52.9

64.2
1

2141189011.912.006.42,53.O
II

215202012.020.00111.0055 .5
一一 『}}}-7}
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第16表(其 ノ ニ:)

注
入
群

墨
汁
少
量

接
種
群

B
C
G

動物
番號

189

蕊
195

196

213

励
砺

墨汁少量注入直後

髄重

2040

涌

葡

2030

繭

2130

色素
注入
量
2.0

2.1

2.4

2.0

葡
万

14分

mgldl

20.51

27.00

24.00

60分

mg/dl

12.28

13.51

10.93

18.00

22.76

26・89117・94

10.00

13.68

色素
係数

59.8

50.0

45.5

66.7

55.5

60.1

素
籔
拗

色
係
俸

51.7

60.7

レゾレノ個髄 ニツイテ 見ル ニ各 々明 カナ 差異 ヲ認 メ

得〃(196號 ハ血漿 ノ溶血 現象 ヲ見 タ ノデ除外ヌ)一 方

BCGi接 種 ノ ミノ封照群 ・・ZF均60.7%bナ リ、「ツ」反

磨 陽性 二轄化 時 ノ華 均値57.5%ヨ リ却 ツテ 多少 上昇

ヲ來 シテ居ノV。

即チ本實験 ニ ヨツテBCG接 種家兎 ノ網状織 内被細

第 17

胞 ガ少量 ノ墨汁 ヲ掻 取 シテ機能 ガ 阻害 セ ラレ・ズ却 ツ

テ充 進 シテヰル事 ヲ示 シテ居ル。

コノ時 ノ「ツ」反磨 ハ第5表 二見 ル ガ如 クニ墨汁 注入

群 ハ明 カニ方1進的 二出現 シテ居ノレ。

即 チ、 「ツベル ク リソ・ア レル ギー」ト「コンゴー」赤係

数 トノ間 ニモー定 ノ關係 ヲ見 出 シ得 タ。

第 三 項 墨 汁 少 量 症 入 後 第 呂 同 目

「ツ」反 鷹試 験 時

墨汁 注入後13日 目BCG接 種後51日 目二「ツ」反慮 ヲ

行 フ時 二楡 ジタ 「コソゴー」赤試験成績 ハ 第17表 二

示ス ヤ ウニ、 墨汁 少量注入群 ハ色素係 数亭 均53・4%

1・ナ リ、 「ツ」反磨 陽性 二縛 化時・ノ値(卒 均係薮57・2

タ。)ヨリ低 下 シテ居 ル ガ、前同 ノ墨汁注入 直後 ノ51・7

%二 比ス レバ多少 上昇 シテ居ル。即 チ網 状織 内被細胞

系統 ノ機能充進 ガ稽 く正常 二 復 スル ノ 途 ニ アル ヲ思

ノ、シ ム ノ1/o

表

■
「ツ」反

慮 陽性轄 化時
墨 汁
注入直後

髄 軍1鍬劃
一一 一 一 一一

墨汁注入後第2同 目「ツ」反慮 時

動物番號
一一一}

189

色素係 数(
亭均)}一 一一 一 　

57.2

色素係数(
準均)

}-r{

一一㎝一 一翻

一

23.33

60分

lmgld1
}　

13.88

色 素 係数
一ち

914-
__一 一 一}

50.3
_一

色素係数(
卒均)

1
_一一 一

9

53.4

-一 一一一 一

58.2

1

墨注
汁入
少群
量

51.7

一}

1920 1.9
"-

190 2090

一
2.1 29.16 14.67

195 2520 2.5 28.00 13.33 47.6

196
-

213

2610
,,一一 一

2240

2.6
}一一

2.2

25.71
_-

26.51

14.51
膠　　

15.-5ゴ

56.4
--

58.5
樹
照
群

一 一

57.5 60.7214 2200 2.2 22.04 13.15 59.6

2151 1900 1.9 22.44 12.72 56.6

尚、「ツ」反慮 ハ墨汁江入群 二於 テ ハ充 進的ナル ヲ知 ル

ノデアノレ(第6表)。

第四項 墨汁少量注入後第三同目
「ツ」反鷹試験時

第 18 表

「ツ」反

磨陽性轄
化時

墨 汁
注入直後

墨汁注入
後第2同
「ツ」反磨

時

■

墨汁注入後第3同 目「ツ」反慮時

動物番號馨鮒馨欝馨騨嘩 重 皇入劃 繍 臨 盆色素係倣

}}一 『 一 一

色素係倣
(・卜均)

墨注
汁入
少群
量

189

57.2 51.7 53.4

2050 2.1 25.40
　一}

17.00 66.9

57.5

一

190 2150 2.2 28.80 14.50 50.3

195 2310 2.3 23.42 12.60 53.8

ig6 2570 2.6 26.00 15.41 59.2

封
照
群

213

57.5 60.7 58.2

2230 2.2
　皿 一 〕一 一 一

2.2

26.44 17.00 64.2

57.1

一}

214 2210 24.00 12.80 53.3

215 i 1880 1.9 26.66 14.40 54.0
闘
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墨汁注入 後24日 目即 チBCG接 種後62H目 二 於 ノ7

ル 「ツ」反慮(第7表)・ ・墨汁注入群 ガ倫僅 カー・一・一九 進的

二獲現 シテヰル ガ封照群 ト大 ナル 差 異・・無 イ様 ニナ

ツテ居ル。此 ノ時 ノ「コ ソゴー」赤係数 ノ・第18表 ノ通

リデ、墨汁 注入群 二於 テハ干均色素係倣57.5%デ 、第

2同 目 ノ「ツ」反 磨時 ノ値(53.4%)ヨ リ係数上昇 シ

テ、 「ツ」反慮陽性二縛 化時(57.2タの1・殆 ソド同値1・

ナ ツテ居 ル。即 チ網状織 内被細胞系統 ノ機能 ガ正常 二

近 ヅクコ トヲ知 ル ノデ アル。

第 五 項 紬 括

以 上述 ベ タ トコロ ラ 弦 ニ ー括 シ テ 全 般 テ窺 フ

ニ、 第2圖 ノ如 キ曲 線 テ以 テ示 シ得 ル。 帥 チ

(1)墨 汁 少 量注 入直 後 二於 テ急 激 二色 素 係 撒 ノ

低 下 ラ示 シ、即 チ網 状 織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 充

進 スル ラ認 ム ル。

(2)然 シナガ ラ時 日 ノ経 過 ト共 二機 能 漸 次 恢 復

シ テ正 常 値 二近 ヅ ク コ トラ観 察 シ得 ル。
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∬
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第五 節 「ヒョ レス テ リン」食餌 投與 ニ ヨツテ網状 織 内被細 胞系 統

機 能攣調 ノ場合 二於 ケル 「ツーこノレク リン ・ア レノレギー ト

「コ ンゴー」赤 係敷 トノ關係 二就 キテ

第 一項 緒 言

墨汁大 量汁入 ニヨツテ網 状織内被細胞系機能 ヲ填塞

セル場 合或 ハ墨汁少量il入 ニ ョツテ 機能元進`lt7V場

合 ノ「ツベル ク リン・アレル ギー」ノ装現 ト該細胞 系統

機能 ノー標示 デ アル 「コyゴ ー」赤試験成績bノ 關係

ヲ究 明 シタガ、更 二本節 二於 テハ「ヒヨ レス テ リソ」食

餌 ヲ投與 セル場合 ヲモ コノ爾者 ・關係 ヲ確 ノン トシ

テ次 ノ箕験 ヲ行 ツタ.

第=項 「ヒ ヨ レス テ リ ン」食 餌 投 與 直 後

第 一 同 目 「ツ」反 磨 試 験 時

健康時 ノ「ツ」反磨陰性時及 ビBCG接 種後 「ソ」反懸

陽性 二樽 化時 ノ「コソゴー」赤係鍛 ヲ槍 シタ家兎二、前

報告 ノ如 キ 縄 口的投與 法 ヲ以 テ「ヒヨレステ リン」ヲ

1日 量0・3瓦 宛10日 間與 ヘタ直後 二
、 「ツ」反磨試験

ト時 ヲ同 ウ シ「コソゴー」赤試験 ヲ施行 シタ。ソノ成績

ハ第19表 ノ如 クデ
、「ヒ」群 ハ係数ZF均49・2%デ 、「ツ」

反as・陽 性 二轄 化 時 ノ58・1ヲ・ヨ リ8.9rv。 ノ顯 著 ナ ル 低

下 ヲ見 ル。各 個 髄 ヲソ レ ゾ レ比 較 シテ モ各 々色 素 係 数

小 トナ ツテ居 ル。BCG接 種 ・ミ ノ封 照 群 ハ亭 均 係 数

57・6%デ ・ 「ツ」臆 陽性 二 轄 化li・¥ノ57 .3%ヨ リ轍

第19表(共 ノ ー)

1一
一『 冒 一

「ツ」 反 慮 陽 性 韓 化 時 I

l動物
番號

1麗騰4
分60分}

mg/dl!mgldl
ヌ

「

色素
係数

● 一

鞠1

201 1980

景
セ70 16.66110.Oq60.Ol

I

l58.1
202 2190

'2
.2 16.50

1
…5・163・6

2031910 1.9 23.20 11.44 49.3

204.2020 2.0 10.00 59.8
218127δ012.8 1

191:27401

16.71
_一__」

17.0011.0064.71

2.720.0010.0050,01
_1

57.3

219 ll

一
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1

第19表(其 ノ ご)

「ヒ ョ1ノス テ リ ソ」食 餌投 與 直 後

「ツ」反 磨 第1同 目 試 験 時

εリ
ヨど

レ食
ス
テ群

一

薯黎1髄
色素
注入
量

1「分
mg/dl

60分

mgゾd1
色素
係数 干均

2012060 2.1 28.00 14.57 52.0

49.2

一
202

一
1990
一一

1800
-

2050

2.0 20.53 12.25 59.6一
b203

1.8 33.33 15.11 45.3一
204 2.1 26.38 10.60 40.1

封
照
群

2182790
-i一

器課

2.8131.0020.00
5

164 .5

57.6

1

一
2.8

一

25.92 14.51 55.9

2.0 26.07 13.68 52.4

上昇 セル ガ大 ナル差異 ハナイ。

即 チ本 實験 ニテハ、「ヒ」投與 ニヨツテ該細胞 系統機 能

充進 セ〃事 ヲ示 シテヰ〃。

コノ時 ノ「ツ・ア ソル ギー」ハ明 カニ 充進的 デ アル(第

8表)。

第 三 項 「ヒ」食 餌 投 與 後 第 二 同 目

「ツ」反 鷹 試 験 時

第 20

「ヒ」食餌投與 中止後12日 目、BCG接 種後59日 目 ノ

「ツ」反臆検査 ト同時 二「コンゴー」赤試験 ヲ行 ツ タ成

績 ・・第20表 二 示ス 如 クデ、 「ヒ」群 ノ・色素係数ZF均

55.4%bナ リ、尚 「ッ」反慮 陽性 二 榑化時 ノ亭 均係数

58.1%ヨ リ低下 シテ ヰノレガ、前 同 ノ「ヒ」食餌 中止直後

時 ノ49.2%二 比スル1・、稽 く上昇 シテ 居ル。 即 チ網

状織 内被細胞系統 ノ機能 ガ正常 二 恢 復 ジツ ・アル モ

ノト解 スノレ事 ガ出來ル 。

コノ時 ノ「ツ」反慮(第9表)ノ ・「ヒ」群 ガ封照群eリ モ

伺充進 的 ナル コ トヲ知 ノレノデ アル。

第 四 項 「ヒ」食 餌 投 與 後 第 三 同 目

「ツ」反 磨 試 験 時

「ヒ」食餌 中止後26日 目BCG接 種後73日 目 二 「ツ」

反慮 ヲ見 ルニ(第10表)、 「ヒ」群 ハ伺僅 カニ充 進的二

出現 シテ居ル。 コノ時 ノ「コンゴー」赤係数 ノ・第21表

ノ如 クデ「ヒ」群 ハ色素係数ZF均56・4%ニ テ、 前同 ノ

55.4%ヨ リ上昇 シ、健 康時 ノ56.8%b殆 ド同様ニナ

ツテ來 タ。之 レノ・網状織 内被細胞系統 ノ機能 ガ「ヒ」食

表

εリ
ョご
レ食
ヌ餌

2=群

封
照
群

動物番號

201

202

203

204『
218

191

219

ソ」反
磨陽性
一轄化壁
色素係数
(準均)

58.1

57.3

醸

醐
49.2

「ヒ ヨ レ ス テ リ ン」食 餌 投 奥 後
「ツ」 反 慮 第2回 目 試 験 時
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餌 ニ ヨツテ甚 ダ充進 シテヰタモ ノが、時 日 ノ経過 ト共

二漸 次正常 二復 ジツ ・アル モ ノ ト思 ノ・レ・ル。

第 五 項 穂 括

(1)健 康 時 、(2)BCG接 種 後 「ツ」反 慮 陽 性 二

韓 化 シタ ・レ時、(3)「 ヒ」食 餌 中 止 後 第1同 「ツ」

反 癒 時 、(4)ソ ノ後 第2同 目 「ツ」反 癒 試 験 時 及

ビ、(5)「 ツ」反 癒 第3同 目施 行 時 二 「-1ン ゴー」

赤 試 験 ヲ行 ツ タ成 績 テー一括 スル ト第3圖 ノ如 キ

曲 線 デ表 シ得 ル。 コ ノ圖 デ見 ル様 二、

(1)「 ヒ」食 餌 直 後 ハ急 速 二係 撒 ノ低 下 テ來 シ即

チ該 細 胞 系 統 ノ機 能 充 進 セル テ認 メル。

(2)然 レ ドモ時 日 ノ経 過 ト トモ ∴機 能 漸 次 恢 復

スル事4知 ル。

カ ・ル該 細 胞 系 統 ノ機 能 ト「ツベ ル ク リ ン・ア レ

ル ギ ー」ノ登 現 トノ、甚 グ密 接 ナル 關 係 一 アル コ

トラ「ゴ ンゴー 」赤 法 ニ ヨ ツテ讃 明 シ得 タ ノ デ ア
●

ルo

第四章 實験成績総括姓二考按

本 實験 二用 ヒ タAdler-Reimannノ 「コ ンゴー」

赤 法 ノ・網 封犬織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 検 査 法 トシテ

全"使 用償 値 ナ シ ト報 ズ ル武 阻 帆等 ノー一、 ニ ノ

學 者 モ アル ガ、 多 ク ノ諸 家 ノ成績 テ見 ル へ 組

織 學 的 方面 ヨ リ、 井 手 、(29)三好(21)等ノ・家 兎 ヲ用

ヒ本 系統 機 能 検 査 ノ吟 味 斗 ナ シ、 木 下leハ 木 法

ガ該 細 胞 系 機能 ノ 指 示 トナ シ 得 ル 事 テ誇 シ、

長 島17モ 「】ンゴー」赤 法 ト血 液 所 見 ト ノ關 係 テ

究 メ、 臨 躰 的 方 面 ニ テノ・K.Paschkisi30)上 田31、

ラ始 メ、 抽 木 、 内野32)等 ノ研 究 テ見 ル。 結 核 方

面 デノ・R.Alberghina(33)ノ ・豫 後 判 定 二 有 敷 ナ

ル モ ノ ト論 ジ、T.L6wenstein,'1?'S.Osear,(34'

S.Giulio,(35)B.Mario,「36)Fabris(3η 等 ノ・ソ レ ゾ

レ診 断 拉 二豫 後 ニー 定 ノ關 係 アル コ トテ立謹 シ

テ居 ル。

即 チ、 「コ ンゴー」赤 法 テ以 テ該 細胞 系統 機能 ノ

全 貌 テ表 ハ ス事 テ期 待 スル ノノ・不 可 能 デ ア ラ ウ

ガ今 日マ デ他 二完 全 ナ機 能 検 査 法 ガ ナ イ限 リ、

「コ ンゴー」赤 法 ノ・網 状 織 内被 細 胞 系 統 機 能 ノ如

何 ラ推 知 ス ・レー ツ ノ補 助 法 トシテ木 法 ヲ使 用 シ

タ。

ソ ノ實 験 ヲー括 スル ト、

(1)免 疫 前 ノ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 時 、(2)

BCG免 疫 後 ノ 「ツ」反 癒 陽 性 二 轄 化 時、(3)網

月犬織 内被 細胞 系 ノ機 能 攣 調(墨 汁 大 量 又 ノ・少 量

注 入或 ハ 「ヒ ヨ レ∴テ リ ン」食 餌 投與)後 ノ 時 間

的経 過 二從 ヒ「ツ」反 慮 試 験 ト 同時 二Adler-

Reimannノ 「コ ンゴー」赤 法 ラ行 ツ テ 該 細 胞 系

統 機 能 ヲ窺 ヒ雨 者 ノ關 係 ラ究 明 シテ、

(1)「 ツ」反 鷹 陽 性 二轄 化 時 ト健 康 時 ノ「ツ」反庭i

陰 性 時 トハ 「コ ンゴー」赤 係 数 ニノ・何 等 特 異 的 ナ

差 異 ラ示 サ ナ ィ。

(2)網H犬 織 内被 細 胞 系 統 機 能 攣 調 ニ ヨ ツ テ色 素

係 数 ノ或 ノ・低 下 テ來 シ、 或 ノ・上 昇 テ見 ル。 同 時

二 「ツ」反 癒 モ軌 ヰ同 ジILIシテ充 進 的 ニ ナ リ或 ハ

減 弱 的 トナ ル。
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(3)然 レ ドモ 機 能 攣 調 後 ノ 時 日 ノ経 過 ト共 二

「コ ンゴー」赤 係 数 ハ正 常 二恢 復 スル
。 一 方 「ツ・

ア レル ギー」モ之 ト梢 ≧下 行 シテ 正常 二至 ル コ

トラ知 ツ タ.

惟 フ ー

(イ)(1)ノ 事 實 カ ラBCG免 疫 後 ノ「ツ」反 慮 陽

性 二轄 化 時 二於 テノ・網 状 織 内被 細 胞 系 一ノ・李 常

ト特 種 ナ ル攣 調 ナ キ カ ト思 バ レル。

(ロ)(2)ノ 事 實 ノ・矧 犬織 内被 細 胞 系 統 機 能 ガ甚

シ ク攣 調 ラ來 シ タル 時 ニ ハ 「ツ ・ア レル ギ ー」ノ

消長 ト「コ ン ゴー」赤 係 撒 トノ・相 拉 行 的 關係 ニ ア

ル 卦 テ認 メ得 ル。

(ノ・)カク テ「コ ン ゴー 」赤 係 数 ノ・「ツ・ア レル ギ ー」

ノ登 現 トー 般 二相 拉 行 的 ナ ル傾 向 ノ・(3)ノ 事 實

ヨ リ シ テ モ認 メ ラ レル ガ、「ツ・ア レル ギー一」ノ登

現 ノ微 細 ナル差 異 テ示 ス時 期 一 至 レバ 「コ ン ゴ

ー」赤 係 数 上 二表 現 シ得 ナ イ ヤ ウ デ アル(第 三 節

第 四項 、第 四 節 第 四 項 實 験 成績)。

第五章 結 論

(1)「 ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 轄 化 時 ト健 康 時 ノ

「ッベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性 時 トノ・「コ ンゴー」赤 係

藪 ニ ノ・何 等 特 異 的 ノ差 異 テ示 サ ナ ィ。

(2)網 状 織 内被 細 胞 系 統 ノ機 能 攣 調 即 チ墨 汁 大

量 注 入 ニ ヨ リ機能 填 塞 シ タル時 ノ・色 素 係 数 ノ上

昇 テ來 シ、 墨 汁 少 量 注 入或 ノ・「ヒ ヨ レ ステ リン」

飼 養 ニ ヨ ツ テ該 細胞 系 統 機 能 ラ刺 戟 シタル トキ

ハ 色 素 係 撒 ノ低 下 スル テ 知 ル
。 同時 二「ツベ ル

ク リン」反 慮 ノ登 現 モ之 ト軌 ヲ同 ジ ウ シテ減 弱

的 二或 ハ充 進 的 二登 現 スル。

∫3)然 レ ドモ機 能 攣 調 後 ノ時 日 ノ縄 過 ト トモ ニ

「つ ン ゴー 」赤 係 数 ノ・正 常 二恢 復 スル。 一 方 「ツ

・ごル ク リ ン・ア レル ギ ー」モ之 ト租 亙拉 行 的 二正

常 二至 ル コ トテ知 ル.

(4)要 之 、 網 状 織 内被 細 胞 系統 ノ・「ツベ ル ク リ

ン・ア レル ギー」ノ登 現 二 向 ツ テ重 要 ナ ル役 目 ラ

演 ズ ル コ トテAdler-Reimannノ 「コ ン ゴー一」赤

法 ヨ リ シテ モ立 讃 シ得 タモ ノ デ ァル 。

欄 筆 スル ニ臨 ミ、 御 懇 篤 ナ ル御 指 導 蚊 二御 校 閲

テ賜 リタル恩 師 戸 田 教授 拉 ビニ絶 エザ ル 御鞭 捷

ラ賜 リタル 恩 師 金 子 教 授 二 深 甚 ノ 謝 意 テ 表 ス

ノレo
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